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主な内容　p2-3稲敷市の学校再編　p4地デジに完全移行　p5埋め
立てには許可が必要　p8-9マル福が中学3年まで拡大　p11花火の
さじき席　p14子ども手当が4月から開始　p18-19イナビト　など

表紙　模擬訓練での１コマ。駆け
つけたドクターヘリに患者を搬送
する消防署員（関連記事p10）
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稲敷市の学校再編

稲敷市では、「稲敷市学校及び幼稚園適正配置検討委員会」による
「稲敷市学校及び幼稚園適正配置の基本的な考え方について」（答

申）を受けて、稲敷市における小学校の再編に関する計画をまと
めました。
　子ども達に対する望ましい教育環境の確保という視点を重視
した計画の概要と今後のスケジュールについてお知らせします。

●稲敷市教育委員会 教育総務課（新利根庁舎）

☎ 029-892-2000（内線 3503）

FAX 0297-87-4974

今後の計画をお知らせいたします

稲
敷
市
の
小
学
生

市
内
の
児
童
数
は
、
昭
和
33
年
の

７
１
１
５
人
を
ピ
ー
ク
に
徐
々
に

減
少
し
、
平
成
21
年
5
月
現
在
で

は
２
３
４
７
人
と
ピ
ー
ク
時
の
半

数
以
下
で
す
。

　
さ
ら
に
、
こ
の
傾
向
は
続
く
こ

と
が
予
想
さ
れ
、
平
成
28
年
度
の

児
童
数
は
１
９
１
８
人
と
推
計
さ

れ
ま
す
。（
住
民
基
本
台
帳
よ
り
）

　
平
成
21
年
度
に
お
け
る
稲
敷
市

16
校
の
児
童
の
内
訳
は
、
児
童
数

３
０
０
人
以
上
は
２
校
の
み
で
、

１
０
０
人
以
下
の
学
校
が
８
校
と

な
っ
て
い
ま
す
。学
級
で
は
、
６

学
年
す
べ
て
２
学
級
以
上
の
学
校

は
２
校
の
み
で
、
複
式
学
級
の
学

校
は
１
校
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
を
学
校
規
模
で
表
す
と
、

16
校
中
過
小
規
模
校
（
１
〜
５
学

級
）
１
校
、
小
規
模
校
（
６
〜
11
学

級
）
13
校
、
適
正
規
模
校
（
12
〜
18

学
級
）２
校
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
市
内
小
学
校
の
大
部

分
を
占
め
る
小
規
模
校
に
つ
い
て
、

検
証
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

小
規
模
校
の
メ
リ
ッ
ト

■
学
習
面

一
人
ひ
と
り
の
個
性
や
特
性
に
応

じ
た
教
育
活
動
が
行
い
や
す
く
、

学
校
全
体
で
の
児
童
の
掌
握
が

容
易
に
な
り
ま
す
。ま
た
、
ク

ラ
ス
替
え
が
な
い
の
で
、
友
達

同
士
の
関
係
が
深
ま
り
ま
す
。

■
生
活
面

全
校
の
児
童
・
教
職
員
の
一
体

感
が
深
ま
り
ま
す
。（
年
上
と
の

関
係
が
深
ま
り
や
す
い
）

■
学
校
運
営
面

教
員
相
互
の
連
絡
調
整
や
連
携

が
取
り
や
す
く
な
り
、
学
校
内

の
教
育
活
動
な
ど
に
一
貫
性
を

持
た
せ
や
す
く
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
教
室
・
体
育
館
・
校

庭
な
ど
に
比
較
的
余
裕
が
あ
り
、

活
用
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
は
、
校
外
行
事
の
場

所
の
選
定
、
活
動
内
容
や
安
全

面
で
の
制
約
が
少
な
く
な
り
ま

す
。

小
規
模
校
の
デ
メ
リ
ッ
ト

■
学
習
面

集
団
規
模
が
小
さ
い
と
体
育
・

音
楽
な
ど
で
の
学
習
そ
の
も
の

の
成
立
が
難
し
く
、
ま
た
、
競

い
合
う
機
会
が
少
な
く
な
る
こ

と
に
よ
り
運
動
会
な
ど
で
の
集

団
活
動
の
活
性
化
が
難
し
く
な

り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
話
し
合
い
や
共
同

作
業
的
な
活
動
で
、
学
習
内
容

の
深
ま
り
や
広
が
り
が
難
し
く
な

り
ま
す
。（
多
様
な
意
見
や
活
動
に
発

展
し
に
く
い
）

■
生
活
面

少
人
数
の
場
合
、
価
値
観
が
固
定

化
さ
れ
が
ち
に
な
り
、
多
様
な
考

え
方
、
人
間
関
係
を
つ
く
る
機
会

が
少
な
く
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
児
童
の
教
師
へ
の
依
存

が
強
く
な
り
、
自
主
性
・
主
体
性

や
社
会
性
な
ど
が
育
ち
に
く
く
な

り
ま
す
。

■
学
校
運
営
面

少
な
い
教
員
で
運
営
す
る
こ
と
に

な
り
、
個
人
負
担
が
増
え
て
、
教

材
研
究
な
ど
の
共
同
作
業
が
難
し

く
、
そ
の
た
め
の
教
員
相
互
の
連

携
や
切
磋
琢
磨
す
る
機
会
が
少
な

く
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
緊
急
時
や
学
級
経
営
に

問
題
が
で
た
場
合
な
ど
、
他
の
教

員
に
よ
る
支
援
体
制
が
受
け
に
く

く
な
り
ま
す
。

小
学
校
の
適
正
規
模

本
計
画
で
は
、
学
校
の
現
状
と
課

題
、
施
設
規
模
、
ア
ン
ケ
ー
ト
結

果
な
ど
を
踏
ま
え
、
稲
敷
市
に
お

け
る
小
学
校
の
適
正
規
模
を
「
12

学
級
〜
18
学
級
」（
１
学
年
２
〜
３

学
級
程
度
）と
し
ま
し
た
。

■
小
学
校
の
適
正
配
置

▼
江
戸
崎
地
区 

→ 

小
学
校
５

校
の
う
ち
３
校
が
小
規
模
校
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
通
学
区
域
の

変
更
に
よ
る
統
合
を
検
討

▼
新
利
根
地
区 

→ 

小
学
校
３

校
の
全
部
を
も
っ
て
統
合　
新

た
な
場
所
に
学
校
を
新
設

▼
桜
川
地
区 

→ 

小
学
校
３
校

の
全
部
を
も
っ
て
統
合　
新
た

な
場
所
に
学
校
を
新
設

▼
東
地
区 

→ 

小
学
校
５
校
の

全
部
を
も
っ
て
統
合　
新
た
な

場
所
に
学
校
を
新
設
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■あずま西小学校区
■あずま北小学校区
■新東小学校区
■あずま東小学校区
■あずま南小学校区
■古渡小学校区
■浮島小学校区
■阿波小学校区
■太田小学校区
■柴崎小学校区
■根本小学校区
■高田小学校区
■鳩崎小学校区
■沼里小学校区
■君賀小学校区
■江戸崎小学校区

児童数は、昭和33年の7,115人
をピークに徐々に減少し、平成
21年5月現在では2,347人とピ
ーク時の半数以下に…

学校の規模 再編案 再編年度

H21 H28 地
理
条
件

施
設
条
件

再
編
策

H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31

学校名 学級 児童数 学級 児童数 前期 後期
江戸崎
小 12 361

13 438君賀小 6 63
鳩崎小 6 90

沼里小 12 345 9 232 維持 維持

高田小 6 175 6 143 維持 維持

根本小 6 100

12 360柴崎小 10 263

太田小 6 95

阿波小 6 111

7 223浮島小 6 86

古渡小 6 95
あずま
南小 6 71

17 522

あずま
東小 6 166

新東小 4 43
あずま
北小 6 127
あずま
西小 6 156

耐
震
化
・

大
規
模
改
修

再
編
統
合

（
江
戸
崎
小
）

 

耐
震
補
強

大
規
模
改
修

説明会の開催など

説明会の開催など

 

基
本
設
計

 

実
施
設
計

 

新
築
工
事

説明会の開催など

 

基
本
・

実
施
設
計

 

新
築
工
事

統　
合

説明会の開催など

 

基
本
・
実
施
設
計

 

新
築
工
事

維　持

維　持

※H21の学級、児童数は、平成21年５月1日現在の通常学級数と在籍者数
※H28の学級、児童数は、平成21年10月1日現在の住民基本台帳の人口より推計

統　
合

統　
合

統　
合

徒
歩
通
学
を
基
本
と
し
た
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
実
施

新
設

新
設
統
合

新
設

新
設
統
合

新
設

新
設
統
合

稲敷市における学校再編のスケジュール
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テレビなどの広報でご案内のとおり、現行のアナログテレビ放送は
2011年（平成23年）7月24日正午で終了し、地上デジタルテレビ放
送に完全移行します。それ以降、アナログテレビをお使いの方は、そ
のままではテレビ放送（地上デジタル放送）を見ることができなくな
ります。対応がお済みでない方は、地上デジタルテレビ放送への対
応をご検討ください。
●総務省 地デジコールセンター
☎ 0570-07-0101
●稲敷市企画課情報政策係（江戸崎庁舎）

☎ 029-892-2000（内線 2606）

アナログテレビは2011年７月に終了
地上デジタルテレビ放送（地デジ）に完全移行します

地
デ
ジ
完
全
移
行
ま
で
に
は
、

お
持
ち
の
テ
レ
ビ
全
て
に
デ
ジ

タ
ル
放
送
受
信
に
向
け
た
対
応

が
必
要
に
な
り
ま
す
。地
デ
ジ

の
準
備
に
当
た
り
、「
何
を
す

れ
ば
よ
い
か
分
か
ら
な
い
」、

「
テ
レ
ビ
を
買
っ
た
の
に
デ
ジ

タ
ル
放
送
を
受
信
で
き
な
い
」

と
い
う
方
に
は
総
務
省
テ
レ
ビ

受
信
者
セ
ン
タ
ー
（
デ
ジ
サ
ポ
）

が
お
手
伝
い
し
ま
す
。ま
た
、

相
談
に
つ
い
て
は
総
務
省
地
デ

ジ
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
気

軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
Ｂ
Ｓ
ア
ナ
ロ
グ
放
送
も
平
成

23
年
7
月
24
日
ま
で
に
終
了
し

ま
す
の
で
、
Ｂ
Ｓ
デ
ジ
タ
ル
放

送
へ
の
移
行
を
お
願
い
し
ま
す
。

▪
問
い
合
わ
せ
先

▼
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
に
関
す

る
疑
問
や
質
問
に
つ
い
て

総
務
省
テ
レ
ビ
受
信
者
支
援
セ

ン
タ
ー
（
デ
ジ
サ
ポ
）

http://digisuppo.jp

総
務
省 

地
デ
ジ
コ
ー
ル
セ
ン

タ
ー　
☎
０
５
７
０
︲
０
７
︲

０
１
０
１

平
日
：
午
前
９
時
〜
午
後
９
時

土
・
日
・
祝
日
：
午
前
９
時
〜

午
後
６
時　

簡
易
チ
ュ
ー
ナ
ー
無
償
給

付
な
ど
の
支
援
に
つ
い
て

総
務
省
で
は
、
経
済
的
な
理
由

な
ど
で
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
に

移
行
す
る
こ
と
が
難
し
い
世
帯

に
対
し
、
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送

を
受
信
す
る
た
め
の
簡
易
チ
ュ

ー
ナ
ー
を
無
償
給
付（
１
台
）す

る
な
ど
の
支
援
を
平
成
21
年
度

に
引
き
続
き
平
成
22
年
度
も
実

施
し
ま
す
。

　

支
援
を
受
け
ら
れ
る
の
は
、

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
放
送
受
信
料
が
全
額

免
除
と
な
っ
て
い
る
世
帯
で
、

次
の
①
〜
③
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
世
帯
と
な
り
ま
す
。

①
生
活
保
護
な
ど
の
公
的
扶

助
を
受
け
て
い
る
世
帯

②
障
が
い
者
が
い
る
世
帯
で
、

か
つ
世
帯
全
員
が
市
民
税
非
課

税
の
措
置
を
受
け
て
い
る
世
帯

③
社
会
福
祉
事
業
施
設
に
入

所
さ
れ
て
い
て
、
自
ら
テ
レ
ビ

を
持
ち
込
ん
で
い
る
世
帯

※
既
に
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
が

ご
覧
に
な
れ
る
世
帯
は
、
支
援

を
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

▪
支
援
の
内
容

▼
簡
易
な
チ
ュ
ー
ナ
ー
（
１
台
）

の
無
償
給
付
（
※
テ
レ
ビ
は
給
付

し
ま
せ
ん
）

▼
ア
ン
テ
ナ
工
事
な
ど
が
必
要

な
場
合
は
無
償
工
事

▪
支
援
受
付
期
間（
22
年
度
分
）

平
成
22
年
７
月
2
日
（
金
）（
消

印
有
効
）

▪
申
込
方
法

申
込
書
は
総
務
省
地
デ
ジ
チ
ュ

ー
ナ
ー
実
施
セ
ン
タ
ー
ま
た
は
、

稲
敷
市
役
所
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。申
込
書
に
必
要
事

項
を
ご
記
入
の
上
、
総
務
省
地

デ
ジ
チ
ュ
ー
ナ
ー
実
施
セ
ン
タ

ー
ま
で
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

▪
問
い
合
わ
せ
先

▼
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
受
信
の

た
め
の
支
援
制
度
に
つ
い
て

総
務
省 

地
デ
ジ
チ
ュ
ー
ナ
ー

支
援
実
施
セ
ン
タ
ー　
☎
０
５

７
０
︲
０
３
３
８
４
０
／
Ｆ
ａ

ｘ
０
４
４
︲
９
６
６
︲
８
７
１

９平
日
：
午
前
９
時
〜
午
後
９
時

土
・
日
・
祝
日
：
午
前
９
時
〜

午
後
６
時

http://w
w

w
.chidejishien.

jp ▼
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
放
送
受
信
契
約
や

受
信
料
免
除
に
つ
い
て

Ｎ
Ｈ
Ｋ
視
聴
者
コ
ー
ル
セ
ン
タ

ー　
☎
０
５
７
０
︲
０
０
０
５

８
８
／
Ｆ
ａ
ｘ
０
４
４
︲
８
８

８
︲
４
３
４
０

平
日
：
午
前
９
時
〜
午
後
９
時

土
・
日
・
祝
日
：
午
前
９
時
〜

午
後
６
時

http://w
w

w
.nhk.or.jp/

jushinryo/
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る
と
、
後
で
信
頼
の
お
け
な
い

業
者
と
分
か
っ
て
も
違
約
金
な

ど
の
事
を
考
え
、
業
者
の
言
い

な
り
に
な
っ
て
し
ま
う
恐
れ
が

あ
り
ま
す
。

　
悪
質
な
業
者
に
か
か
る
と
契

約
を
盾
に
と
り
、
建
設
残
土
や

産
業
廃
棄
物
な
ど
を
大
量
に
投

棄
し
て
し
ま
い
、
最
後
に
は
業

者
が
逃
げ
て
し
ま
う
こ
と
さ
え

あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
ケ
ー
ス
で
は
、

投
棄
さ
れ
た
建
設
残
土
や
産
業

廃
棄
物
な
ど
の
後
始
末
は
土
地

所
有
者
の
責
任
と
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
。こ
の
点
に
留
意
し
、

く
れ
ぐ
れ
も
業
者
の
巧
み
な
誘

い
に
乗
ら
な
い
よ
う
十
分
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。

情
報
提
供
を

お
願
い
し
ま
す

市
や
県
で
は
、
不
適
切
な
埋
立

て
な
ど
の
行
為
を
防
ぐ
た
め
パ

ト
ロ
ー
ル
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、

皆
さ
ん
か
ら
の
身
近
な
情
報
提

供
の
ご
協
力
も
お
願
い
し
て
い

ま
す
。

　
不
審
な
埋
立
て
な
ど
を
見
か

け
た
ら
、
市
生
活
環
境
課
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

土
地
の
埋
立
て
を

行
う
に
は

産
業
廃
棄
物
の
不
法
投
棄
や
違

法
埋
立
て
が
全
国
的
に
問
題
化

し
て
い
ま
す
。

　
土
砂
等
に
よ
る
土
地
の
埋
立

て
な
ど（
埋
立
て・盛
土・た
い
積
）

を
行
う
場
合
は
、「
稲
敷
市
土

砂
等
に
よ
る
土
地
の
埋
立
て
等

の
規
制
に
関
す
る
条
例
」
に
よ

る
許
可
が
必
要
で
す
。無
届
に

よ
る
埋
立
て
や
産
業
廃
棄
物
に

よ
る
埋
立
て
な
ど
を
行
っ
た
場

合
は
関
係
法
令
に
よ
り
罰
せ
ら

れ
ま
す
。

　
土
砂
等
に
よ
る
土
地
の
埋
立

て
な
ど
を
行
う
面
積
が
５
０
０

平
方
㍍
以
上
５
０
０
０
平
方
㍍

未
満
、
ま
た
は
埋
立
て
な
ど
に

使
用
す
る
土
砂
な
ど
が
５
０
０

立
方
㍍
以
上
の
場
合
は
市
の
許

可
が
必
要
と
な
り
ま
す
。ま
た
、

面
積
が
５
０
０
０
平
方
㍍
以
上

の
場
合
に
は
県
の
許
可
が
必
要

に
な
り
ま
す
。

　
「
稲
敷
市
土
砂
等
に
よ
る
土

地
の
埋
立
て
等
の
規
制
に
関
す

る
条
例
」
で
は
、
土
地
所
有
者

の
方
も
事
業
者
と
同
様
の
責
務

が
生
じ
ま
す
。土
砂
等
に
よ
る

適用範囲

市条例許可
▷埋立て等を行う面積が、500平方㍍以上5,000平方㍍未満の場合
▷埋立て等に使用する土砂などが、500立方㍍以上の場合
※上記どちらかでも該当する場合は許可が必要

県条例許可 ▷埋立て等を行う面積が、5,000平方㍍以上の場合

市では、住民の皆さんの健康で安全かつ快適な生活
を確保することを目的として、自然環境・生活環境
の保全から、土砂等による土地の埋立て（埋立て・盛

土・たい積）について、「土砂等による土地の埋立て等
の規制に関する条例」を定めています。対象となる
事業などを実施する場合は、事前申請と市長の許可
などが必要です。

●稲敷市生活環境課（桜川庁舎）

☎ 029-892-2000（内線 4405）

土
地
の
埋
立
て
な
ど
を
計
画
し

て
い
る
場
合
は
、
所
定
の
手
続

き
を
し
た
う
え
で
事
業
を
実
施

し
て
く
だ
さ
い
。

悪
質
業
者
に
は

十
分
ご
注
意
を
!!

「
良
い
土
が
あ
る
の
で
、
無
料

で
埋
立
て
ま
す
」「
工
事
用
の

土
を
ち
ょ
っ
と
だ
け
置
か
せ
て

く
だ
さ
い
」「
優
良
農
地
に
造

成
し
ま
す
」
な
ど
と
言
葉
巧
み

に
地
主
に
了
解
を
と
り
、
市
や

県
の
許
可
を
受
け
ず
に
土
砂
な

ど
の
搬
入
を
は
じ
め
、
山
の
よ

う
に
建
設
残
土
を
盛
土
し
た
り
、

山
林
な
ど
の
傾
斜
地
に
投
棄
し

て
し
ま
う
悪
質
な
ケ
ー
ス
が
各

地
で
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
場
合
に
安
易
に

口
頭
で
了
解
し
て
し
ま
っ
た
り
、

書
類
に
判
を
押
し
た
り
、
金
銭

を
受
け
取
っ
て
し
ま
っ
た
り
す

自然環境・生活環境の保全のため
土砂等による土地の埋立てには許可が必要です
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現在、市内の86か所（下記表）にペットボトル回収ボック
スを設置しています。日時の指定はありませんので、いつ
出してもかまいません。
　温暖化・環境対策に、みな様のご協力をお願いします。

●稲敷市生活環境課（桜川庁舎）

☎ 029-892-2000（内線 4405）

ペットボトルリサイクルにご協力を
86か所で拠点回収をしています

■
リ
サ
イ
ク
ル
で
き
る
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
（
♳
PET

マ
ー
ク
が
あ
る
も

の
）

清
涼
飲
料
水
用
＝
茶
系
飲
料
、
炭

酸
飲
料
、
ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク
、

ミ
ネ
ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
／
酒
類
用

＝
焼
酎
、洋
酒
、清
酒
、本
み
り
ん

／
調
味
料
＝
し
ょ
う
ゆ
、
食
酢
、

ノ
ン
オ
イ
ル
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
／
乳

飲
料
等
用
＝
乳
酸
菌
飲
料
、
乳
飲

料
な
ど

※
し
ょ
う
ゆ
以
外
の
調
味
料
用

（
ソ
ー
ス
な
ど
）、
食
用
油
用
、
非
食

品
用（
洗
剤
、化
粧
品
な
ど
）の
ボ
ト

ル
は
混
ぜ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

■
回
収
日

月
２
回
第
２
・
第
４
木
曜
日

※
６
月
か
ら
９
月
は
毎
週
木
曜
日

拠点回収場所
江戸崎地区
江戸崎地方衛生土木組合
江戸崎公民館
シルバー人材センター
沼里コミニュティーセンター
鳩崎コミニュティーセンター
高田コミニュティーセンター
江戸崎体育館

（株）カスミ
スーパータイヨー

（株）エコス
荒野生活改善センター
小角集落センター
上君山公民館
羽賀公民館
村田公民館
沼田台公民館
花指公民館
佐倉公民館
鳩崎本郷公民館
古渡公民館

岡公民館
駒塚公民館
桑山公民館

新利根地区
根本一区共同利用施設
根本共同利用施設
根本四区共同利用施設
根本五区共同利用施設
三ツ家公民館
新利根庁舎
新利根COM
寄居共同利用施設
新宿共同利用施設
九軒共同利用施設
戌渡共同利用施設
南部共同利用施設
角狸共同利用施設
曽根共同利用施設
伊佐津公民館
いこいのプラザ
下太田共同利用施設
千勝神社
堀川共同利用施設

桜川地区
尾島公民館
東農村集落センター
原口農村集落センター
和田集落センター
浮島中央集落センター
小貫徳三郎商店前
戸前農村集落センター
聖苑香澄
桜川庁舎
須賀津公民館
甘田公民館
四箇地区コミュニティセンター
阿波地区コミュニティセンター
あらい商店駐車場
神宮寺集落センター
馬場先商店
堀ノ内公民館
桜川保育所
古渡スパー跡地横
渋谷公会堂
東三次公民館
馬渡地区防災センター

東地区
第一区田園都市センター
押砂集落センター
四ツ谷消防機庫隣
結佐農村集落センター
佐原組新田集落センター
八筋川田園都市センター
西代集落センター
上之島農協倉庫前
上須田農村集落センター
伊佐部田園都市センター
阿波崎集落センター
下須田公民館
釜井田園都市センター
本新婦人ホーム
幸田農村集落センター
脇川農村集落センター
福田田園都市センター
市崎農村集落センター
町田集落センター
清水新田団地センター
光葉自治会館
結佐市営住宅

Ｃol

Ｃol
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男女共同参画とは、女性にとっても男性にとっても
幸せな社会をつくっていくことです。
　男性も女性も心を合わせ協力し合い、美しいハー
モニーを奏でながらともに歩んでいきましょう 。

●稲敷市秘書広聴課女性行政係（江戸崎庁舎）

☎ 029-892-2000（内線 2401）

FAX 029-893-0388

女
ひと
と男
ひと
のハーモニー　Vol_25

男女共同参画社会を目指して　

▪
老
い
を
生
き
る
③　

　
　
　
　
　
　
　
森 

勝
法

「
情
報
の
選
択
」

童
門
冬
二
氏
は
、
あ
る
月
刊
誌

に
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。

情
報
と
は
「
敵
情
報
告
」
と
言

う
こ
と
で
あ
る
。様
々
な
敵
の

情
報
を
集
め
る
の
は
作
業
と
し

て
は
デ
ジ
タ
ル
で
あ
り
、
そ
の

情
報
を
解
体
・
分
析
し
て
自
ら

の
勝
利
の
た
め
に
組
立
て
い
く

の
は
そ
の
人
の
知
恵
で
あ
り
、

そ
の
作
業
は
ア
ナ
ロ
グ
で
あ
る

と
い
う
。

　
そ
の
例
と
し
て
、
織
田
信
長

が
今
川
義
元
を
討
っ
た
桶
狭
間

の
戦
い
を
挙
げ
て
い
る
。そ
し

て
こ
の
戦
い
の
一
番
の
功
労
者

は
、
義
元
が
桶
狭
間
に
い
る
事

を
急
報
し
た
一
家
臣
で
あ
る
と

結
論
を
出
し
て
い
た
。

　
そ
の
知
恵
に
関
し
て
、
自
ら

職
人
学
と
称
し
て
い
る
も
の
づ

く
り
の
達
人
で
あ
る
小
関
智
弘

氏
は
、
あ
る
雑
誌
で
次
の
よ
う

に
語
っ
て
い
る
。

　
…
１
９
７
０
年
代
後
半
、
高

性
能
機
器
が
あ
ら
ゆ
る
町
工
場

な
ど
を
席せ

っ
け
ん捲

し
た
。「
こ
れ
で

腕
の
時
代
は
終
わ
っ
た
」
と
ば

か
り
に
、
ほ
と
ん
ど
の
金
型
工

場
が
最
新
鋭
の
機
械
を
導
入
し

た
が
、小
関
氏
は「
よ
し
、俺
は

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
は
出
来
な
い

事
を
や
ろ
う
」
と
決
意
し
た
と

言
う
。不
可
能
を
可
能
に
す
る

の
は
知
恵
だ
、
と
彼
は
言
う
。

そ
れ
は
知
識
で
は
な
く
知
恵
、

書
物
に
も
書
い
て
な
い
し
大
学

で
も
教
え
て
く
れ
な
い
。も
の

を
つ
く
る
技
能
は
言
葉
を
持
た

な
い
。そ
の
分
だ
け
奥
が
深
い
。

と
…

　
9
月
11
日
に
ア
メ
リ
カ
の
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
起
き
た
同
時
多

発
テ
ロ
事
件
は
、
世
界
の
超
大

国
で
あ
る
と
自
負
し
て
い
る

国
々
を
、
足
元
か
ら
揺
る
が
し

た
。そ
し
て
我
々
は
情
報
過
多・

情
報
洪
水
と
言
わ
れ
な
が
ら
も
、

肝
心
な
事
は
事
前
に
何
も
伝
え

ら
れ
ぬ
現
代
社
会
の
脆も

ろ
さ
を
は

っ
き
り
と
露
呈
し
た
。ま
た
最

近
で
は
、
津
波
や
ハ
リ
ケ
ー
ン

な
ど
で
多
く
の
貴
い
命
が
奪
わ

れ
た
こ
と
な
ど
、
決
し
て
他
人

事
で
は
な
い
。自
分
の
眼
と
耳

で
情
報
を
的
確
に
捉
え
、「
自

分
の
命
は
、自
分
で
守
る
の
だ
」

と
い
う
事
を
深
く
肝
に
銘
じ
な

く
て
は
な
ら
な
い
。「
情
報
」
と

い
う
も
の
を
正
し
く
選
択
し
、

自
ら
現
代
を
掴つ

か
み
取
る
と
い
う

心
の
ゆ
と
り
、
鋭
い
感
覚
が
今

ほ
ど
求
め
ら
れ
て
い
る
時
は
な

い
。誤
っ
た
知
識
・
情
報
が
人

を
陥
れ
不
幸
に
す
る
と
い
う
事

を
永
年
の
知
恵
で
判
断
で
き
る

の
は
年
寄
り
で
あ
る
。

稲
敷
市
で
は
男
女
共
同
参
画
に
対
し

て
「
蒼
風
の
会
」
の
メ
ン
バ
ー
が
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。メ
ン

バ
ー
の
方
か
ら
ご
意
見
を
い
た
だ
き

ま
し
た
の
で
、
前
回
の
続
き
を
ご
紹

介
し
て
い
き
ま
す
。

6月23日（水）から6月29日（火）
は男女共同参画週間です。

男性と女性が、職場で、学校で、地域で、家
庭で、それぞれの個性と能力を発揮できる

「男女共同参画社会」 

その実現のためには 政府や地方公共団体
だけでなく、皆さん一人ひとりの取組が必
要です。

私達のまわりの男女のパートナーシップに
ついてこの機会に考えてみませんか？ 

男女共同参画週間

話そう、働こう、育てよう。
いっしょに。
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中学３年までマル福の対象年齢を　　　拡大します!!

マル福（医療福祉）制度とは、健康保険で医療機関にかかった時
の自己負担分の費用を一部助成する制度です。
　稲敷市では、少子化・子育て支援対策の一環として、市単独の
制度で、７月１日から医療福祉制度の対象者を中学３年まで拡
大します。さらに乳幼児特例の受給者証（黄色の受給者証）も７月
１日から県内の医療機関などで使用できるようになり、自己負
担の支払いで済むようになります。
　また、現在受給されている一人親家族、重度障害者の方の定
期更新も７月１日です。ご注意ください。

●稲敷市保険課医療福祉係（桜川庁舎）

☎ 029-892-2000（内線 4600・4606）

７月１日診療分から　　　　　マル福の対象年齢と乳幼児特例受給者証の使用方法が変わります

▪
拡
大
さ
れ
た
範
囲

▼
受
給
対
象
者
：
小
学
１
年
か

ら
中
学
３
年
ま
で（
15
歳
の
誕
生

日
を
迎
え
る
年
度
の
３
月
31
日
ま

で
）

▼
所
得
制
限
：
な
し

▼
自
己
負
担
金

医
療
機
関
ご
と
に

▽
外
来
：
１
日
６
０
０
円
（
月

２
回
限
度
）

▽
入
院
：
１
日
３
０
０
円
（
月

３
０
０
０
円
限
度
）

▽
保
険
薬
局
：
自
己
負
担
な
し

▪
申
請
は
お
早
め
に

対
象
者
に
は
４
月
に
通
知
を
し

て
お
り
ま
す
。ま
だ
申
請
さ
れ

て
い
な
い
方
は
お
早
め
に
申
請

の
手
続
き
を
と
っ
て
く
だ
さ
い
。

（
返
信
用
封
筒
を
同
封
し
通
知
し
て

お
り
ま
す
の
で
、
申
請
書
に
保
険

証
の
写
し
を
添
え
て
郵
送
で
申
請

し
て
く
だ
さ
い
）

　
申
請
さ
れ
た
方
に
は
、
６
月

末
に
医
療
福
祉
費
受
給
者
証

（
黄
色
い
受
給
者
証
）
と
制
度
の

説
明
書
を
送
付
い
た
し
ま
す
。

　
今
か
ら
申
請
す
る
方
に
つ
い

て
は
、
医
療
福
祉
費
受
給
者
証

の
交
付（
送
付
）が
遅
れ
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

※
た
だ
し
、
す
で
に
母
子
・
父

子
家
庭
や
重
度
障
害
者
の
要
件

で
マ
ル
福
の
助
成
を
受
け
て
い

る
小
・
中
学
生
の
方
は
、
申
請

の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▪
有
効
期
限

▼
小
学
１
年
～
小
学
３
年
：
９

月
30
日

県
の
医
療
福
祉
制
度
が
10
月
か

ら
改
正
に
な
る
た
め
、
９
月
末

に
再
度
、
新
し
い
受
給
者
証
を

郵
送
い
た
し
ま
す
。

　
な
お
、有
効
期
限
が
小
学
１・

２
年
の
方
は
誕
生
月
末
ま
で
、

小
学
３
年
の
方
は
年
度
末
ま
で

に
な
り
ま
す
。

　
そ
れ
ぞ
れ
有
効
期
限
月
に
更

新
し
送
付
し
ま
す
。

▼
小
学
４
年
～
中
学
３
年
：
平

成
23
年
３
月
31
日

３
月
に
更
新
し
、
翌
年
度
分
を

３
月
末
ま
で
に
対
象
者
へ
郵
送

い
た
し
ま
す
。

▪
使
用
方
法　
　

▼
県
内
の
病
院
な
ど
の
場
合

県
内
の
病
院
な
ど
で
診
察
を
受

け
る
場
合
は
、『
健
康
保
険
証
』・

『
医
療
福
祉
費
受
給
者
証
』
を

提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
県
外
の
病
院
な
ど
の
場
合

県
外
の
病
院
な
ど
で
診
察
を
受

け
た
場
合
は
、『
医
療
福
祉
費

受
給
者
証
』
の
提
示
は
必
要
あ

り
ま
せ
ん
。

　
稲
敷
市
独
自
の
制
度
で
す
の

で
、
通
常
の
支
払
い
を
し
て
い

た
だ
き
、『
領
収
書（
氏
名
・
請
求

点
数
の
分
か
る
も
の
）』
を
お
持

ち
に
な
り
、
各
庁
舎
の
総
合
窓

口
課
（
桜
川
庁
舎
は
保
険
課
）
へ

支
給
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

乳
幼
児
特
例（
市
単
独
助
成
者
・

黄
色
い
受
給
者
証
）の
方
へ

使
用
方
法
が
変
わ
り
ま
す
！

乳
幼
児
特
例（
市
単
独
助
成
者
）の
方
も
、

７
月
１
日
か
ら
拡
大
の
方（
小
学
１
年
〜

中
学
３
年
）
と
同
じ
使
用
方
法
に
変
更

に
な
り
ま
す
。

　
茨
城
県
内
で
受
診
す
る
と
き
は
、
必

ず
医
療
福
祉
費
受
給
者
証
を
提
示
し
て

く
だ
さ
い
。

※
制
度
の
詳
し
い
説
明
書
な
ど
を
、
医

療
福
祉
費
受
給
者
証
と
一
緒
に
お
送
り

い
た
し
ま
す
。
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中学３年までマル福の対象年齢を　　　拡大します!!
７月１日診療分から　　　　　マル福の対象年齢と乳幼児特例受給者証の使用方法が変わります

▪
定
期
更
新
に
つ
い
て
（
現

在
受
給
者
の
方
）

一
人
親
家
庭
の
親
子
・
重
度
心
身

障
害
者
の
受
給
者
の
方
は
、
６
月

30
日
を
も
っ
て
有
効
期
限
が
満
了

い
た
し
ま
す
。引
き
続
き
受
給
資

格
の
あ
る
方
に
は
、
新
し
い
受
給

者
証
を
郵
送
し
ま
す
の
で
健
康
保

険
証
と
、
マ
ル
福
受
給
者
証
の
記

号
・
番
号
お
よ
び
保
険
者
番
号
に

違
い
が
な
い
か
よ
く
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。

　
▪
こ
ん
な
と
き
は
…

▼
健
康
保
険
証
が
変
わ
っ
た
…

会
社
を
辞
め
た
り
、
変
わ
っ
た
り

し
た
場
合
な
ど
健
康
保
険
証
が
変

更
に
な
っ
た
場
合
は
、
直
ち
に
お

近
く
の
総
合
窓
口
課
ま
た
は
保
険

課
医
療
福
祉
係
（
桜
川
庁
舎
）
で
変

更
の
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

▼
転
出
す
る
こ
と
に
な
っ
た
…

マ
ル
福
制
度
は
転
出
日
（
異
動
日
）

で
打
ち
切
り
に
な
り
ま
す
。受
給

者
証
を
返
還
し
て
く
だ
さ
い
。

※
こ
の
ほ
か
、
ご
不
明
な
点
が
ご

ざ
い
ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に
保
険

課
医
療
福
祉
係
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

受給者区分 所得制限 支給が受けられる対象者 自己負担金
学齢児童／生徒 無し 小学１年から中学3年まで（15歳の誕生日を迎

える年度の3月31日まで）
医療機関ごとに
▶外来１日／ 600円（月
２回限度）　
▶入院１日／ 300円（月
3000円限度）
※保険薬局は、自己負担
なし

妊 産 婦 平成19年4月より廃止 妊娠届出日（母子健康手帳交付日）の月の初日か
ら出産（流産）の翌月末日まで

乳児／幼児 出生の日から未就学児（小学校入学直前の3月31
日まで）

母子家庭の母子／父
子家庭の父子

301万6千円　扶養親族
1 人 に つ き 38 万 円 加 算

（老人48万円加算）

父親または母親のいない家庭で、18歳未満の
子どもを扶養している父親または母親とその
子ども
※子が18歳になる学年まで（子が重度障害者の
場合は20歳まで）

重度心身障害者 ▶本人512万9千円（扶養
親族1人につき38万円加算）
▶配偶者、扶養義務者628
万7千円（扶養親族1人につ
き21万3千円加算）

▶身体障害者手帳１、２級および３級の内部障
害者に該当される方
▶療育手帳の判定がＡまたはⒶに該当される
方。身体障害者手帳３級の障害に該当し、かつ
療育手帳でＢの判定を受けている方
▶国民年金、厚生年金などの障害年金が１級に
該当される方

自己負担なし

小
学
１
年
～
中
学
３
年
・
乳
幼
児
特
例
の
方

へ
交
付
す
る
医
療
福
祉
費
受
給
者
証（
黄
色
）

定
期
更
新
の
方
へ
交
付
す
る
医
療
福

祉
費
受
給
者
証（
白
色
）

見本見本
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茨城県では、救急患者の救命率の向上と後遺障害の
軽減を図るため、全県域を約20分でカバーできる
茨城県独自のドクターヘリ運用を開始することにな
りました。これにより稲敷市では２ルートのドク
ターヘリ体制が整います。

●稲敷広域市町村圏事務組合 消防本部
☎ 0297-64-3864

茨城県ドクターヘリの運用始まる
稲敷市は７月から２ルートの体制に　

▪
県
内
全
て
を
カ
バ
ー

茨
城
県
で
は
、
重
篤
な
救
急
患

者
に
迅
速
な
初
期
治
療
を
早
期

に
開
始
し
、
救
急
患
者
の
救
命

率
の
向
上
や
後
遺
障
害
の
軽
減

を
図
る
た
め
、
茨
城
県
独
自
の

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
運
用
を
検
討
し

て
き
ま
し
た
が
、
い
よ
い
よ
７

月
か
ら
開
始
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。こ
の
体
制
に
よ
り
、

全
県
域
を
約
20
分
で
カ
バ
ー
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

▪
シ
ュ
ミ
レ
ー
シ
ョ
ン

を
実
施

県
央
地
区
の
救
命
救
急
セ
ン
タ

ー
を
基
地
病
院
と
し
、
４
月
末

か
ら
県
内
26
消
防
本
部
と
手
順

な
ど
を
確
認
す
る
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
訓
練
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

稲
敷
広
域
消
防
本
部
で
は
、

５
月
７
日
稲
敷
市
江
戸
崎
総
合

運
動
公
園
に
お
い
て
、
江
戸
崎

消
防
署
が
中
心
と
な
り
、
要
請

か
ら
医
療
機
関
搬
送
ま
で
の
活

動
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い

ま
し
た
。

　
当
訓
練
で
茨
城
県
ド
ク
タ
ー

ヘ
リ
は
、
要
請
後
、
水
戸
市
双

葉
台
の
水
戸
済
生
会
総
合
病
院

か
ら
23
分
で
現
場
に
到
着
。現

地
で
待
ち
受
け
る
現
地
救
急
隊

と
連
携
し
初
期
治
療
後
、
東
京

医
大
茨
城
医
療
セ
ン
タ
ー
（
阿

見
町
）
に
向
け
搬
送
を
行
い
ま

し
た
。

▪
稲
敷
地
区
は
千
葉
県

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
と
併
用

運
用

稲
敷
市
を
管
轄
す
る
稲
敷
広
域

消
防
本
部
で
は
、
平
成
16
年
か

ら
、
千
葉
県
印
旛
村
、
日
本
医

科
大
学
千
葉
北
総
病
院
の
ド
ク

タ
ー
ヘ
リ
を
運
用
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
２
０
０
件
を
超
え
る

運
用
実
績
が
あ
り
ま
す
。茨
城

県
の
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
運
航
開
始

後
も
引
き
続
き
、
当
地
域
に
近

く
、
要
請
後
現
場
到
着
が
平
均

13
分
と
早
い
、
千
葉
県
ド
ク
タ

ー
ヘ
リ
を
優
先
し
て
運
用
す
る

こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

▪
茨
城
県
ド
ク
タ
ー
ヘ

リ
は
２
病
院
が
交
替
で

運
航

運
航
を
担
当
す
る
基
地
病
院
は
、

水
戸
済
生
会
総
合
病
院
と
国
立

病
院
機
構
水
戸
医
療
セ
ン
タ
ー

が
交
替
で
行
う
こ
と
に
な
っ
て

お
り
、
担
当
日
に
は
専
門
的
な

訓
練
を
受
け
た
担
当
病
院
医
師

稲敷広域消防本部の千葉県
ドクターヘリ運用実績　
（平成16年5月～平成22年4月末）

稲敷市 80件
龍ケ崎市 58件
牛久市 37件
河内町 21件
利根町 16件
美浦村 2件
計 214件

と
看
護
師
が
乗
り
組
み
、
運
航

さ
れ
ま
す
。

▼
担
当
日

●
国
立
病
院
機
構
水
戸
医
療
セ

ン
タ
ー
（
茨
城
町
）
：
日
曜
日

〜
火
曜
日

●
水
戸
済
生
会
総
合
病
院
（
水

戸
市
） 

：
水
曜
日
〜
土
曜
日

▼
運
航
時
間

原
則
と
し
て
８
時
30
分
か
ら
午

後
５
時
30
分
ま
で（
た
だ
し
、
日

没
時
間
な
ど
を
考
慮
し
変
動
し
ま

す
）

茨城県ドクターヘリ　（川崎ＢＫ117Ｃ-2）
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8月21日（土）に行なわれる「いなしき夏まつり花火大会」。夜は花火大
会を盛大に開催します。
　そこで今年も、江戸崎総合運動公園サッカー場内に、さじき席を設置
します。
※さじき席は完売次第終了とさせていただきます。

え
ど
さ
き
笑
遊
館
で
の
販

売販
売
期
間
：
７
月
１
日
（
木
）
〜
８

月
21
日（
土
）午
前
10
時
〜
午
後
６
時

販
売
場
所
：
え
ど
さ
き
笑
遊
館
（
筑

波
銀
行
江
戸
崎
西
支
店
前
）

料
金
：
１
マ
ス
５
０
０
０
円　
※
駐

車
場
は
別
料
金
（
１
台
１
０
０
０
円
）

と
な
り
ま
す
。

フ
ァ
ッ
ク
ス
・
メ
ー
ル
で

の
販
売

受
付
期
間
：
７
月
５
日
（
月
）
〜
８

月
21
日（
土
）

料
金
：
１
マ
ス
６
０
０
０
円　
※
駐

車
場
は
別
料
金
（
１
台
１
０
０
０
円
）

と
な
り
ま
す
。

手
続
方
法
：
①
申
込
書
を
稲
敷
市
観

光
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
す
る
か
、
各
庁
舎
総
合
窓
口

課
で
入
手
し
て
く
だ
さ
い
。　
②
申

込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、

フ
ァ
ッ
ク
ス
ま
た
は
メ
ー
ル
で
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。　
③
申
込
書
に
記

載
し
て
あ
る
口
座
に
振
り
込
ん
で
く

だ
さ
い
。（
振
込
手
数
料
は
申
込
者
負

担
）　
④
入
金
確
認
後
に
、さ
じ
き
席

券
を
送
付
し
ま
す
。

さ
じ
き
席
専
用
駐
車
場
（
有

料
）

さ
じ
き
席
購
入
者
限
定
の
販
売
で
す

（
１
マ
ス
に
つ
き
１
台
）。駐
車
場
は
普

通
車
用
（
ワ
ゴ
ン
車
含
む
）
で
す
。駐

車
券
購
入
者
に
は
、
当
日
会
場
内
で

使
え
る
食
事
券
（
５
０
０
円
）
を
配
布

し
ま
す
。

●
い
な
し
き
夏
ま
つ
り
実
行
委
員
会

（
東
庁
舎
商
工
観
光
課
内
）

☎
０
２
９
︲
８
９
２
︲
２
０
０
０

（
内
線
５
２
０
７
・
５
２
０
９
）

fax
：
０
２
９
９
︲
７
８
︲
３
３
９
８

メ
ー
ル
：hanabi@

city.inashik
i.ibaraki.jp

●
観
光
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w

w
.inashiki.com

⃝マスの広さは、約２.2ｍ×約２ｍです。
⃝当日、約1.8ｍ×約1.8ｍのレジャーシートを配布

します。
⃝1マスの定員は、5人です。
⃝1マスに付き、5枚のさじき席券をお渡しします。

さじき席券がない方は入場できません。
⃝悪天候などにより順延・延期した場合、さじき席

券はそのまま利用できます。
⃝自己の都合により利用されない場合、返金はいた

しません。
⃝さじき席会場はサッカー場のため、周りがネット

フェンスで覆われています。あらかじめご了承く
ださい。

⃝たばこなどにより人工芝を破損させた場合は、修
繕費を負担していただきます。

⃝会場内での歩行喫煙は危険ですので絶対になさら
ないでください。

⃝会場内でのバーベキューや周りの方々に迷惑とな
る椅子の利用は禁止となります。

⃝ざぶとんやクッションなどをお持ちになることを
おすすめします。

※さじき席専用駐車場へは、「さじき席券」のみの提
示では駐車することはできません。さじき席用駐
車券（1,000円）の提示が必要になります。

さじき席に関する注意事項

〜さじき席の販売について〜

Suｍｍer Festival 15th
最高の花火をとびっきりの場所で
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郵
便
等
に
よ
る
不
在
者
投
票
制
度

　
郵
便
等
投
票
証
明
書
が
必
要
で
す

「
身
体
障
害
者
手
帳
」「
戦
傷
病

者
手
帳
」
な
ど
の
交
付
を
受
け

て
い
る
方
で
、
障
害
の
程
度
な

ど
が
次
に
該
当
す
る
方
は
、
自

宅
で
郵
便
等
に
よ
る
不
在
者
投

票
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

た
だ
し
、
郵
便
等
に
よ
る
不
在

者
投
票
を
行
う
た
め
に
は
稲
敷

市
選
挙
管
理
委
員
会
か
ら
「
郵

便
等
投
票
証
明
書
」
の
交
付
を

受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
「
郵
便
等
投
票
証
明
書
」
の

交
付
申
請
は
、
選
挙
の
有
無
に

関
わ
ら
ず
い
つ
で
も
受
け
付
け

て
お
り
、
有
効
期
間
は
交
付
の

日
か
ら
７
年
間
で
す
。要
介
護

者
の
「
郵
便
等
投
票
証
明
書
」

の
有
効
期
限
は
、
交
付
の
日
か

ら
介
護
保
険
の
被
保
険
者
証
に

記
載
さ
れ
て
い
る
認
定
の
有
効

期
間
の
末
日
ま
で
で
す
。紛
失

さ
れ
た
場
合
や
有
効
期
限
が
切

れ
た
場
合
に
は
再
交
付
の
申
請

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
詳
細
に
つ
い
て
は
お
早
め
に

選
挙
管
理
委
員
会
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■ 

身
体
障
害
者
手
帳
を
お

持
ち
の
方
の
場
合

□ 

両
下
肢
、
体
幹
、
移
動
機
能

の
障
害
＝
１
級
、２
級

□ 

心
臓
、
じ
ん
臓
、
呼
吸
器
、

ぼ
う
こ
う
、
直
腸
、
小
腸
の
障

害
＝
１
級
ま
た
は
３
級

□ 

免
疫
、肝
臓
の
障
害
＝
１
級

か
ら
３
級

■ 

戦
傷
病
者
手
帳
を
お
持

ち
の
方
の
場
合

□ 

両
下
肢
、体
幹
の
障
害
＝
特

別
項
症
か
ら
第
２
項
症
ま
で

□ 

心
臓
、
じ
ん
臓
、
呼
吸
器
、

ぼ
う
こ
う
、直
腸
、小
腸
、肝
臓

の
障
害
＝
特
別
項
症
か
ら
第
３

項
症
ま
で

■ 

介
護
保
険
の
被
保
険
者

証□ 

要
介
護
状
態
区
分
＝
要
介

護
５

●
稲
敷
市
選
挙
管
理
委
員
会

（
江
戸
崎
庁
舎
総
務
課
内
）　
☎
０

２
９
︲
８
９
２
︲
２
０
０
０

（
内
線
２
２
０
９
）

子
育
て
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
を
作
成
し
ま
す

　
マ
マ
達
の
力
を
か
し
て
く
だ
さ
い

初
め
て
お
子
さ
ん
を
授
か
っ
た

時
、
出
産
ま
で
の
こ
と
や
、
お

子
さ
ん
が
生
ま
れ
て
か
ら
の
こ

と
で
、
ち
ょ
っ
ぴ
り
心
配
や
不

安
を
感
じ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
か
。

　
「
子
育
て
」
と
い
う
漠
然
と

し
た
も
の
を
前
に
し
て
、
き
っ

と
誰
も
が
一
度
や
二
度
は
、
自

分
が
こ
れ
か
ら
う
ま
く
や
っ
て

い
け
る
だ
ろ
う
か
、
良
い
母
親

に
な
れ
る
だ
ろ
う
か
と
考
え
た

こ
と
が
あ
る
は
ず
で
す
。

■
「
子
育
て
ハ
ン
ド
ブ
ッ

ク
」を
作
成

市
で
は
今
年
度
「
子
育
て
ハ
ン

ド
ブ
ッ
ク
」を
作
成
し
ま
す
。

　
今
ま
さ
に
子
育
て
中
の
お
母

さ
ん
達
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
、

あ
の
時
こ
ん
な
こ
と
が
知
り
た

か
っ
た
、
こ
ん
な
情
報
が
わ
か

っ
て
い
た
ら
助
か
っ
た
の
に
…
。

な
ど
と
い
う
自
分
自
身
の
経
験

を
通
し
て
、
役
に
立
っ
た
こ
と
、

知
り
た
か
っ
た
こ
と
な
ど
を
出

し
合
い
な
が
ら
、
お
母
さ
ん
達

【営業時間】　午前 9 時 30 分～午後 6 時 30 分
　　　　　　ただし土日祝日は午後 6 時まで
【定 休 日】　毎月第 2 火曜日
〒300-1412　稲敷市柴崎 9188 番地

TEL.0297-87-7777
 

かぼちゃ畑から直接来ました
一年間のご無沙汰です

江戸崎
かぼちゃ

間もなく入荷いたします

お世話になったあの人のおいしい笑顔が浮かびます

稲 敷 直 売 所
新鮮野菜市場

が
使
う
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
を
お
母

さ
ん
達
の
手
で
作
り
あ
げ
て
ほ

し
い
の
で
す
。託
児
の
場
所
も

設
け
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
作
成
の
た
め
の
期
間
：
７
月

〜
12
月　

▽
打
ち
合
わ
せ
回

数
：
４
回
程
度（
２
か
月
に
１
回

程
度
）　

▽
時
間
：
午
前
９
時

30
分
〜
11
時
30
分　
▽
場
所
：

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
な
ど　

▽
募
集
人
数
：
10
人
程
度　
▽

対
象
：
現
在
子
育
て
中
の
お
母

さ
ん
（
０
歳
か
ら
小
学
生
ま
で
の

お
子
さ
ん
の
い
る
お
母
さ
ん
）　

▽
そ
の
他
：
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

お
願
い
し
ま
す
。託
児
場
所
は
、

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で
す
。

▽
申
込
：
６
月
28
日（
月
）ま
で

●
稲
敷
市
児
童
福
祉
課
保
育
係

（
新
利
根
庁
舎
）　

☎
０
２
９
７

︲
８
７
︲
３
２
４
７
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Ⓐ
・
Ａ
程
度
。２
級
は
身
体
障

害
者
手
帳
３
級
程
度
ま
た
は
療

育
手
帳
Ｂ
程
度
。

■ 

支
給
日

年
３
回（
４
月
、８
月
、11
月
）

■ 

認
定
請
求

社
会
福
祉
課
（
新
利
根
庁
舎
）
で

請
求
の
手
続
き
を
し
、
県
知
事

の
認
定
を
受
け
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

□ 
提
出
書
類

認
定
請
求
書
、
診
断
書
、
戸
籍

謄（
抄
）本
、
住
民
票（
家
族
全
員

分
）、
身
体
・
療
育
手
帳
写
し
、

通
帳
写
し
（
表
紙
お
よ
び
カ
ナ
表

示
部
分
）

■ 

所
得
状
況
届

現
在
、
特
別
児
童
扶
養
手
当
を

受
け
て
い
る
方
に
は
、
７
月
下

旬
に
所
得
状
況
届
の
用
紙
を
送

付
し
ま
す
の
で
必
要
事
項
を
記

入
し
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

こ
の
届
け
に
よ
り
、
８
月
分
以

降
の
手
当
の
支
給
が
決
ま
り
ま

す
。（
詳
し
く
は
、
送
付
の
際
に
お

知
ら
せ
し
ま
す
。）

精
神
ま
た
は
身
体
に
障
害
の
あ

る
20
歳
未
満
の
児
童
の
父
母
、

あ
る
い
は
父
母
に
代
わ
っ
て
そ

の
児
童
を
監
護
し
て
い
る
方
に

対
し
、
障
害
児
の
福
祉
の
増
進

を
図
る
た
め
に
支
給
さ
れ
る
手

当
で
す
。

■ 

支
給
対
象

精
神
ま
た
は
身
体
に
障
害
の
あ

る
20
歳
未
満
の
児
童
を
家
庭
に

お
い
て
監
護
し
て
い
る
父
、
も

し
く
は
母
、
ま
た
は
父
母
に
代

わ
っ
て
そ
の
児
童
を
養
育
し
て

い
る
方
。（
所
得
に
よ
る
制
限
あ

り
）

　
な
お
、
児
童
扶
養
手
当
、
子

ど
も
手
当
（
児
童
手
当
）、
障
害

児
福
祉
手
当
な
ど
と
合
わ
せ
て

支
給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

■ 

手
当
の
額
（
児
童
１
人
に

つ
き
）

１
級
＝
５
０
７
５
０
円（
月
額
）

２
級
＝
３
３
８
０
０
円（
月
額
）

※
１
級
は
身
体
障
害
手
帳
１
・

２
級
程
度
ま
た
は
療
育
手
帳

特
別
児
童
扶
養
手
当

　
障
害
児
の
福
祉
の
増
進
を
図
り
ま
す

夏
季
児
童
ク
ラ
ブ
の
指
導
員
を
募
集

　

子
ど
も
の
好
き
な
方
は
ご
応
募
く
だ
さ
い

市
内
児
童
ク
ラ
ブ
は
、
夏
季
期

間
の
指
導
員
を
募
集
し
ま
す
。

夏
休
み
期
間
で
す
の
で
、
特
に

学
生
の
方（
高
校
卒
業
以
上
）で
、

子
ど
も
達
と
一
緒
に
遊
べ
る
健

康
な
方
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
。

▽
募
集
人
数
：
10
人
程
度　
▽

勤
務
日
：
月
曜
日
か
ら
金
曜
日

ま
で
の
週
３
日
か
ら
５
日
（
祝

日
を
除
く
）　
▽
勤
務
時
期
：
７

月
か
ら
９
月
ま
で
の
間
で
希
望

さ
れ
る
時
期　
▽
勤
務
時
間
：

午
前
８
時
〜
午
後
６
時
15
分

ま
た
は
こ
の
内
の
５
時
間
程
度

▽
資
格
な
ど
：
子
ど
も
が
好
き

で
熱
意
の
あ
る
お
お
む
ね
55
歳

ま
で
の
方　
▽
賃
金
：
「
稲
敷

市
臨
時
職
員
等
の
勤
務
条
件
に

関
す
る
要
綱
」に
基
づ
く（
交
通

費
支
給
）　

▽
申
込
：
６
月
18

日（
金
）ま
で
に
児
童
福
祉
課
へ

臨
時
職
員
履
歴
書（
児
童
福
祉
課

に
あ
り
）
を
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

●
稲
敷
市
児
童
福
祉
課
（
新
利

根
庁
舎
）　

☎
０
２
９
７
︲
８

７
︲
３
２
４
７

□ 

提
出
書
類

所
得
状
況
届

●
稲
敷
市
社
会
福
祉
課
障
害
福

祉
係
（
新
利
根
庁
舎
）　
☎
０
２

９
︲
８
９
２
︲
２
０
０
０
（
内

線
３
２
１
１
）

資格喪失届
児童を監護しなくなった場合や児童が福祉
施設などに入所した場合など、支給要件に該
当しなくなったとき。

障害状況届 児童の障害認定期間（有期）が到来するとき。
この場合は届出通知を送付します。

その他の届
住所を変更したとき、支給要件に該当する児
童が増えたとき、児童の障害の程度に変化が
あったとき。

こんなときは手続きが必要になります
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「
子
ど
も
手
当
」が
４
月
か
ら
始
ま
り
ま
し
た

　
「
子
ど
も
手
当
」は「
児
童
手
当
」に
代
わ
る
制
度
で
す

子
ど
も
手
当
は
、
次
代
の
社
会

を
担
う
子
ど
も
の
健
や
か
な
育

ち
を
社
会
全
体
で
応
援
す
る
目

的
と
し
て
平
成
22
年
４
月
よ
り

始
ま
り
ま
し
た
。中
学
校
修
了

ま
で
の
お
子
さ
ん
を
養
育
し
て

い
る
方
に
、
お
子
さ
ん
１
人
に

つ
き
月
額
１
３
０
０
０
円
を
支

給
し
ま
す
。支
給
は
年
３
回（
６

月
、
10
月
、
２
月
）
で
前
月
分
ま

で
の
手
当
を
お
支
払
い
し
ま
す
。

■ 

申
請
手
続
き

申
請
手
続
き
が
必
要
な
方
に
は
、

４
月
下
旬
に
申
請
書
を
同
封
し

た
通
知
を
発
送
し
て
い
ま
す
が
、

下
記
一
覧
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

な
お
、
中
学
３
年
ま
で
の
お
子

さ
ん
を
養
育
し
て
い
て
、
申
請

書
が
届
い
て
い
な
い
場
合
は
児

童
福
祉
課
（
新
利
根
庁
舎
）
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■ 

現
況
届

３
月
ま
で
児
童
手
当
を
受
給
し

て
い
た
方
は
、
６
月
に
市
か
ら

送
付
さ
れ
て
く
る
「
現
況
届
」

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。こ
の

届
は
、
毎
年
６
月
１
日
に
お
け

る
状
況
を
記
載
し
、
引
き
続
き

受
給
要
件
が
あ
る
か
ど
う
か
を

確
認
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。

提
出
が
な
い
と
６
月
以
降
の
手

当
が
受
け
ら
れ
な
く
な
る
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■ 

そ
の
他

対
象
児
童
が
増
え
た
り
減
っ
た

り
し
た
場
合
や
住
所
、
氏
名
が

変
わ
っ
た
場
合
な
ど
は
届
出
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

●
稲
敷
市
児
童
福
祉
課
（
新
利

根
庁
舎
）　

☎
０
２
９
︲
８
９

２
︲
２
０
０
０
（
内
線
３
４
０

０
）

名称 支給対象児童 所得制限 支給額（月額） 支給月
児童手当 0歳～小学6年 あり 子ども1人につき

5,000円～ 10,000円 6月・10月・2月
子ども手当 0歳～中学3年 なし 子ども1人につき

13,000円

主な相違点

児童手当の受給の
有無

支給対象となるお子さん
（平成22年4月1日現在） 子ども手当の申請手続き 申請期限

受給していた

中学1年以下のお子さんのみが
いる

新たな申請手続きは必要ありま
せん 必要なし

中学1年以下のお子さんのほか、
中学2年か3年のお子さんがい
る

子ども手当額改定の申請が必要
になります

9月30日まで
受給していない 中学3年以下のお子さんがいる

子ども手当新規認定申請が必要
になります
添付書類：請求者の保険証、請
求者名義の預金通帳の写し

※公務員の方は勤務先での申請となります。

申請手続き一覧

借金を整理して生活を楽に
あなたのお困りごと無料相談室

債務整理・自己破産・過払金返還請求
不動産登記・会社登記・裁判手続・法律相談

司法書士　黒田良一
事務所：〒287-0042
千葉県香取市山之辺 1463 番地 7（国道 51 号線沿い）
電話：0478-58-2777　携帯：080-5030-5665

茨城県産農林水産物等料理店指定店
御 食  事  処

朝　日　屋
常陸牛・ローズポーク・匠美鶏・常陸秋そば
自家製レンコンパウダー美蓮粉

稲敷市須賀津 279-1
tel.029-894-2116　http://www.asahiya2116.com

別館
カラオケ広場
歌　丸

詳しい内容は下記まで、お問い合わせください。
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詳
細
に
つ
い
て
は
年
金
事
務

所
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

□ 

手
続
き

特
例
免
除
の
申
請
に
は
、
住
民

票
の
あ
る
市
町
村
役
場
へ
「
国

民
年
金
保
険
料
免
除
申
請
書
」

を
提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

▽
必
要
書
類
：
①
年
金
手
帳
ま

た
は
納
付
書
な
ど
基
礎
年
金
番

号
が
わ
か
る
も
の
、　
②
認
印
、

③
失
業
し
て
い
る
こ
と
を
確
認

で
き
る
公
的
機
関
の
証
明
書
の

写
し（
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
、

離
職
票
な
ど
）と
な
っ
て
い
ま
す
。

■ 

被
扶
養
配
偶
者
の
方

厚
生
年
金
加
入
者
の
20
歳
以
上

60
歳
未
満
の
被
扶
養
配
偶
者
の

方
は
、
配
偶
者
の
退
職
（
失
業
）

に
よ
っ
て
、
国
民
年
金
の
種
別

が
第
３
号
被
保
険
者
か
ら
第
１

号
被
保
険
者
に
か
わ
り
、
保
険

料
の
納
付
義
務
が
生
じ
ま
す
。

　
被
扶
養
配
偶
者
だ
っ
た
方
も
、

配
偶
者
の
方
が
退
職（
失
業
）時

の
特
例
免
除
に
該
当
す
れ
ば
、

免
除
申
請
を
す
る
こ
と
に
よ
っ

厚
生
年
金
に
加
入
し
て
い
た
方

が
20
歳
以
上
60
歳
未
満
で
退
職

（
失
業
）
す
る
と
、
市
町
村
役
場

で
国
民
年
金
の
第
一
号
被
保
険

者
に
な
る
た
め
の
手
続
き
を
行

い
、
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　

平
成
22
年
度
の
保
険
料
は
、

月
額
１
５
１
０
０
円
で
す
。保

険
料
を
納
め
る
こ
と
が
経
済
的

に
困
難
な
方
に
は
、
申
請
に
よ

っ
て
保
険
料
の
納
付
を
免
除
さ

れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

■ 

退
職
（
失
業
）
時
の
特
例

免
除
制
度

免
除
申
請
す
る
年
度
ま
た
は
そ

の
前
年
度
に
退
職（
失
業
）し
た

方
は
、
特
例
免
除
制
度
を
利
用

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。こ
の

特
例
免
除
で
は
、
通
常
は
審
査

の
対
象
と
な
る
ご
本
人
の
所
得

の
状
況
を
除
外
し
て
審
査
が
行

わ
れ
ま
す
。た
だ
し
、
配
偶
者
、

世
帯
主
に
一
定
の
所
得
が
あ
る

と
き
は
免
除
が
認
め
ら
れ
な
い

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

退
職（
失
業
）に
よ
る
特
例
免
除
制
度

　
国
民
年
金
へ
変
更
手
続
き
を

て
免
除
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
免
除
さ
れ
た
期
間
に

つ
い
て
は
、
10
年
以
内
に
「
追

納
」
を
し
て
老
齢
基
礎
年
金
の

年
金
額
を
増
や
す
こ
と
も
で
き

ま
す
。

●
土
浦
年
金
事
務
所　
☎
０
２

９
︲
８
２
４
︲
７
１
２
１

●
稲
敷
市
保
険
課
年
金
係
（
桜

川
庁
舎
）　

☎
０
２
９
︲
８
９

２
︲
２
０
０
０
（
内
線
４
６
１

３
）

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
募
集
中　

　
稲
敷
市
で
２
事
業
の
枠
が
あ
り
ま
す

地
域
や
組
織
の
実
施
す
る
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
活
動
を
支
援
す
る
た

め
、
財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン

タ
ー
で
は
、
宝
く
じ
を
財
源
と

し
た
助
成
事
業
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

　
稲
敷
市
で
は
、
本
事
業
の
公

平
か
つ
円
滑
な
運
営
を
図
る
た

め
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業

申
請
事
務
取
扱
要
項
」
を
定
め

て
い
ま
す
。平
成
23
年
度
の
実

施
予
定
事
業
（
22
年
秋
に
申
請
）

に
つ
い
て
、
申
請
受
付
を
実
施

し
て
い
ま
す
の
で
、
希
望
さ
れ

る
地
域
・
組
織
な
ど
の
方
は
お

早
め
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
申
請
に
つ
い
て
は
稲
敷
市
で

２
事
業
の
枠
で
す
の
で
、
申
し

込
み
多
数
の
場
合
は
、
市
に
て

審
査
の
上
、
優
先
順
位
を
決
定

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

▽
申
請
期
限
：
８
月
27
日（
金
）

ま
で　
▽
申
請
先
：
稲
敷
市
企

画
課
（
江
戸
崎
庁
舎
）　
▽
対
象

事
業
お
よ
び
金
額
：
一
般
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
＝
１
０
０

〜
２
５
０
万
円
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
セ
ン
タ
ー
助
成
事
業
＝
総
事

業
費
の
５
分
の
３
以
内
（
１
５

０
０
万
円
限
度
）、
自
主
防
災
組

織
育
成
助
成
事
業
＝
30
万
円
〜

２
０
０
万
円
、
青
少
年
健
全
育

成
助
成
事
業
＝
30
万
円
〜
１
０

０
万
円

●
稲
敷
市
企
画
課
（
江
戸
崎
庁

舎
）　

☎
０
２
９
︲
８
９
２
︲

２
０
０
０（
内
線
２
６
０
５
）

ホームページ http://chiyodalaw.jp/ 携帯はこちら・http://chiyodalaw.jp/i/
東京都千代田区四番町 4-8 野村ビル 4階（麹町駅徒歩 3分、市ヶ谷駅徒歩 5分）

0 1 2 0 - 3 7 3 - 2 0 7

ち よ だ 総 合 法 律 事 務 所
債務整理／破産／その他民事／刑事

クレジット・サラ金等でお困りの方　取り立てストップします

電 話 法 律 相 談
毎月の返済に行き詰まった方も
今はまだ返済できている方も
まずはお気軽にお電話を！

◆費用分割相談可◆
弁護士河嶋卓也（第二東京弁護士会）
弁護士岡部眞也（東京弁護士会）

水廻り救急車！  すぐ駆けつけます

稲敷市給排水設備指定工事店
スズキハウス 販売代理店

稲敷市阿波崎 1568
TEL:0299-79-1543

代表　根本 國男

給排水設備の事で
困ったらすぐ電話
稲敷市・阿見町・県南水道企業団

根本住宅産業根本住宅産業
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員
が
参
加
で
き
る
と
は
限
り
ま

せ
ん
。

　
実
施
時
期
、
概
算
所
要
額
お

よ
び
申
込
手
続
な
ど
に
つ
い
て

は
、社
会
福
祉
課（
新
利
根
庁
舎
）

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

厚
生
労
働
省
で
は
、
戦
没
者
遺

族
を
対
象
と
し
た
慰
霊
巡
拝
事

業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
申
込
受
付
後
に
参
加
者
の
選

考
を
行
い
、
厚
生
労
働
省
で
決

定
さ
れ
ま
す
の
で
、
希
望
者
全

慰
霊
巡
拝
事
業

　
平
成
22
年
度
参
加
者
募
集

●
県
長
寿
福
祉
課　
☎
０
２
９

︲
３
０
１
︲
３
３
３
７

●
稲
敷
市
社
会
福
祉
課
社
会
福

祉
係
（
新
利
根
庁
舎
）　
☎
０
２

９
︲
８
９
２
︲
２
０
０
０
（
内

線
３
２
０
６
）

派遣地域 実施予定時期 実施期間 申込期限区分 地名

南方

インドネシア 平成22年10月22日
～ 30日 9日間 6月21日

東部ニューギニア 平成22年11月13日
～ 20日 8日間 7月16日

ミャンマー 平 成 22 年 12 月 3 日
～ 11日 9日間 8月13日

マリアナ諸島 平 成 23 年 1 月 22 日
～ 1月29日 8日間 9月17日

トラック諸島 平 成 23 年 1 月 22 日
～ 1月29日 8日間 9月17日

フィリピン 平成23年2月2日
～ 2月11日 10日間 9月24日

ギルバード諸島 平 成 23 年 2 月 26 日
～ 3月4日 7日間 10月21日

硫黄島（第1次） 平 成 22 年 11 月 9 日
～ 11月10日 2日間 7月16日

硫黄島（第2次） 平 成 23 年 2 月 16 日
～ 2月17日 2日間 10月21日

住
ま
い
の
耐
震
診
断（
無
料
）

　

木
造
住
宅
耐
震
診
断
士
派
遣
事
業

市
で
は
、「
安
心
・
安
全
で
無
駄

の
な
い
快
適
な
ま
ち
を
つ
く
ろ

う
」
の
基
本
方
針
に
基
づ
き
、

大
地
震
に
よ
る
家
屋
倒
壊
被
害

を
防
ぐ
た
め
、
本
年
度
よ
り
平

成
27
年
度
ま
で
「
木
造
住
宅
耐

震
診
断
士
派
遣
事
業
」
を
実
施

し
ま
す
。木
造
住
宅
耐
震
診
断

士
が
、
目
視
や
聞
き
取
り
に
よ

る
診
断
を
行
い
耐
震
補
強
が
必

要
か
ど
う
か
を
判
定
し
ま
す
。

昨
年
度
に
作
成
し
ま
し
た
「
稲

敷
市
ゆ
れ
や
す
さ
マ
ッ
プ
」
に

個
々
の
土
地
で
の
予
想
震
度
が

表
示
さ
れ
て
お
り
ま
す
。予
想

震
度
の
強
い
土
地
に
対
象
住
宅

を
お
持
ち
の
方
は
、
こ
の
機
会

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▽
対
象
住
宅
：
昭
和
56
年
５
月

31
日
以
前
に
着
工
さ
れ
た
木
造

住
宅
（
持
ち
家
）　

▽
募
集
件

数
：
20
戸
（
先
着
順
）　
▽
診
断

費
用
：
無
料　
▽
申
込
期
間
：

６
月
１
日
（
火
）
〜
９
月
30
日

（
木
）　
▽
申
込
書
配
布
お
よ
び

申
請
先
：
各
庁
舎
総
合
窓
口
課

（
東
庁
舎
は
都
市
計
画
課
）　
※
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
も
置
い
て
あ
り
ま

す
。　
▽
そ
の
他
：
耐
震
補
強

の
施
工
方
法
な
ど
精
密
診
断
は

対
象
外
で
す
。悪
質
な
業
者
の

勧
誘
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。市

が
派
遣
決
定
通
知
を
受
け
取
ら

れ
た
方
以
外
の
お
宅
に
耐
震
診

断
士
を
派
遣
す
る
こ
と
は
一
切

あ
り
ま
せ
ん
。ま
た
、
派
遣
さ

れ
た
耐
震
診
断
士
は
、
営
業
活

動
を
行
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
稲
敷
市
都
市
計
画
課
（
東
庁

舎
）　

☎
０
２
９
９
︲
７
８
︲

３
３
８
７

■問い合せ先
稲敷市須賀津1872-6（聖苑香澄内）☎029-840-6133

　協同組合聖苑香澄売店

とんぼ住宅 検索

﹃
子
供
の
ア
ト
ピ
ー
や
喘
息
が
心
配
﹄

﹃
シ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
な
ん
て
も
っ
て
の
ほ
か
﹄

 

と
思
っ
て
い
る
優
し
い
マ
マ
へ

体
に
優
し
い
家
づ
く
り
の
コ
ツ
が
、

た
っ
た
１
５
分
で
ド
ン
ド
ン
分
る
本
を

限
定
２
０
名
様
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
！

家
を
建
て
る
時
に
は
、
展
示
場
へ
行
っ
た
り

営
業
マ
ン
の
話
を
し
っ
か
り
と
聞
い
て…

そ
う
す
れ
ば
絶
対
に
失
敗
し
な
い
と
思
っ
て

い
ま
し
た
。
で
も
、
本
当
は…

◎
こ
の
本
は
、
こ
ん
な
方
に
向
い
て
い
ま
す

●
ア
レ
ル
ギ
ー
で
悩
ん
で
い
る
方

●
心
安
ら
ぐ
畳
や
縁
側
が
好
き
な
方

●
外
食
よ
り
家
ご
は
ん
が
好
き
な
方

●
ど
ん
な
家
が
イ
イ
の
か
わ
か
ら
な
い
方

●
丈
夫
で
長
持
ち
す
る
家
が
欲
し
い
方

◎
こ
ん
な
方
は
、
読
ん
で
も…

●
家
は
、
た
だ
安
け
れ
ば
イ
イ
と
言
う
方

●
大
手
ハ
ウ
ス
メ
ー
カ
ー
思
考
の
方

●
自
然
素
材
が
苦
手
な
方

●
た
だ
、
か
っ
こ
よ
け
れ
ば
良
い
方

●
Ｎ
Ｏ
を
言
わ
な
い
営
業
マ
ン
が
好
き
な
方

この本を読んでわかること
●ビニールクロスの秘密
●フローリングを選ぶコツ
●内装材の思わぬ落とし穴
●不思議な塗り壁材の話
●木に秘められた魅力
●素材選び大切なポイント

◎電話で申込みたい方 ⇒ TEL :０２９９ （５６） ００３２

◎E メールで申込みたい方 ⇒ post@e-tombo.com

◎ハガキで申込みたい方は、 郵便番号 ・ 住所 ・ 氏名 ・

電話番号を記入の上、 以下あて先までお送りください。

〒311-3515　行方市井上 1539-2　とんぼ住宅

「いい家は自然素材でつくる」 プレゼント係まで

◎HP を見たい方⇒ネット検索は、

（有） とんぼ住宅

いい家は
自然素材でつくる

「
と
ん
ぼ
住
宅
っ
て
ど
ん
な
会
社
な
の
？
」
健
康
ハ
ウ
ス
専
門
の
住
宅
会
社
で
す
。
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トピックス

ク
リ
ッ
ク
し
た
ら
、
ワ
ン
ク
リ

ッ
ク
詐
欺
で
架
空
請
求
が
来
た
、

ゲ
ー
ム
の
中
で
知
り
合
っ
た
相

手
に
個
人
情
報
を
教
え
ト
ラ
ブ

ル
に
巻
き
込
ま
れ
た
、
な
ど
の

問
題
も
起
き
て
い
ま
す
。子
ど

も
に
携
帯
電
話
を
使
わ
せ
る
場

合
は
、
親
が
十
分
注
意
し
、
普

段
か
ら
話
し
合
っ
て
お
く
こ
と

が
大
切
で
す
。

　
消
費
生
活
に
関
す
る
相
談
は
、

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
へ
お
寄
せ

く
だ
さ
い
。

●
稲
敷
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

（
東
庁
舎
内
）　

☎
０
２
９
９
︲

７
８
︲
３
１
１
５

▽
相
談
日
時
：
月
、
水
、
金
曜

日
（
祝
日
を
除
く
）　
午
前
９
時

30
分
〜
午
後
４
時
30
分

●
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン　
☎

０
５
７
０
︲
０
６
４
︲
３
７
０

（
市
の
セ
ン
タ
ー
が
休
み
の
日
は
、

県
の
セ
ン
タ
ー
や
国
民
生
活
セ
ン

タ
ー
に
つ
な
が
り
ま
す
）

子
ど
も
が
親
の
携
帯
電
話
を
使

っ
て
ゲ
ー
ム
を
し
、
無
料
だ
と

思
っ
て
い
た
と
こ
ろ
が
、
携
帯

電
話
会
社
か
ら
高
額
な
料
金
請

求
が
来
た
と
い
う
相
談
が
全
国

的
に
多
く
あ
り
ま
す
。

　
テ
レ
ビ
の
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
で

も
、「
無
料
」と
い
う
文
字
が
大

き
く
書
か
れ
、
下
に
「
一
部
有

料
」
と
小
さ
く
表
示
さ
れ
て
い

る
の
を
見
か
け
ま
す
。ゲ
ー
ム

へ
の
参
加
は
無
料
で
も
、
通
信

料
の
ほ
か
「
ア
イ
テ
ム
」
な
ど

の
購
入
費
用
が
発
生
し
ま
す
。

ゲ
ー
ム
の
世
界
で
の
み
使
用
す

る
こ
と
が
で
き
る「
ア
イ
テ
ム
」

を
購
入
し
、
他
の
人
と
交
換
し

た
り
売
買
し
た
り
と
、
昔
の
遊

び
か
ら
は
想
像
が
つ
か
な
い
世

界
で
す
。

　
ゲ
ー
ム
の
登
録
時
に
は
利
用

規
約
を
き
ち
ん
と
読
み
ま
し
ょ

う
。子
ど
も
が
勝
手
に
使
っ
た

か
ら
と
い
っ
て
も
、
親
の
管
理

責
任
が
問
わ
れ
ま
す
。

　
そ
の
他
、「
無
料
ゲ
ー
ム
」を

お
子
さ
ん
の
携
帯
電
話
に
注
意

　
携
帯
電
話
で
ゲ
ー
ム
を
し
て
い
ま
せ
ん
か

資
料
館
講
座
の
お
知
ら
せ

　

初
歩
か
ら
の
古
文
書
講
座

労
働
力
調
査
に
ご
協
力
を

　

沼
田
台
・
時
崎
地
区

資
料
館
に
お
い
て
、
資
料
館
講

座「
初
歩
か
ら
の
古
文
書
講
座
」

を
開
催
し
ま
す
。

▽
日
時
：
６
月
13
日
、
７
月
11

日
、９
月
12
日
、10
月
10
日
、11

月
14
日
、
12
月
12
日
、
１
月
９

日
、
２
月
13
日（
毎
月
第
二
日
曜

日
）　

午
後
２
時
〜
４
時　

▽

対
象
：
市
内
在
住
・
在
勤
で
初

心
者
の
方　
▽
会
場
：
市
立
図

総
務
省
統
計
局
で
は
、
６
月
〜

10
月
に
沼
田
台
・
時
崎
地
区
の

一
部
で
「
労
働
力
調
査
」
を
行

い
ま
す
。こ
の
調
査
は
、
就
業

状
況
を
調
べ
経
済
対
策
や
失
業

対
策
な
ど
に
活
か
す
た
め
の
調

査
で
す
。

　
調
査
の
内
容
を
他
に
漏
ら
す

こ
と
は
固
く
禁
じ
ら
れ
て
い
ま

す
。調
査
員
が
各
世
帯
に
お
伺

書
館
２
階
会
議
室　
▽
定
員
：

10
人
程
度
（
定
員
に
な
り
次
第
締

切
）　
▽
受
講
料
：
無
料
（
別
途

必
要
と
な
っ
た
も
の
に
つ
い
て
は

受
講
生
の
負
担
）　
▽
そ
の
他
：

教
材
、
資
料
は
資
料
館
の
収
蔵

品
を
利
用

●
稲
敷
市
立
歴
史
民
俗
資
料
館

☎
０
２
９
９
︲
７
９
︲
３
２
１

１い
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

▽
調
査
開
始
月
：
６
月　
▽
調

査
地
域
：
沼
田
台
・
時
崎
地
区

の
一
部

●
県
企
画
部
統
計
課
人
口
労
働

担
当　
☎
０
２
９
︲
３
０
１
︲

２
６
４
９

結婚相談  み つ ば
担当：江田

日本仲人連盟加盟
稲敷市光葉 9-127
tel＆fax.0299-79-3855

大きな幸せを！
小さな相談室から

寝たきり
ゼロ作戦を
応援します

ただいま
無料体験マッサージ受付中！
お気軽にどうぞ

ご存知ですか？
健康保険で在宅マッサージ
が受けられます！

● 龍ケ崎事業所（オリエンタル治療院）
● 稲敷事業所　 （オリエンタル稲敷）
● 我孫子事業所（オリエンタル我孫子）

〈茨城県〉

〒301-0041　茨城県龍ケ崎市若柴町 2188-9
tel.0297-65-0985   fax.0297-65-3323  携帯 .090-6548-4321 

オリエンタル有限会社

所属：全国保険鍼灸連合会会員　茨城NPO全国鍼灸マッサージ協会会員
お問合せ、ご相談などお気軽にご連絡ください。

マッサージ師募集

〈千葉県〉



広報稲敷 平成22年6月号　18

『人の心を耕したくって・・・』
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ー 

稲
敷
ゆ
か
り
の
人 
ー

ー 

稲
敷
ゆ
か
り
の
人 
ー 　

自
分
も
そ
う
い
う
手
紙
で
元
気
が
貰
え
る
ん

で
、こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

え
り
の
あ
福
祉
基
金
と
は
？

Ｃ
Ｄ
や
グ
ッ
ズ
の
売
り
上
げ
の
一
部
で
、
福
祉

施
設
に
車
椅
子
と
か
を
寄
贈
し
た
り
し
て
い
る

ん
で
す
。

こ
れ
か
ら
の
夢
は
？

夢
は
い
っ
ぱ
い
あ
る
ん
で
す
け
ど
…
。基
金
の

使
い
方
を
少
し
変
え
て
い
こ
う
か
な
と
。障
害

者
の
子
ど
も
を
持
つ
お
母
さ
ん
か
ら
の
声
を
聞

く
機
会
が
多
く
て
、「
子
ど
も
が
い
る
か
ら
働

け
な
い
」と
か
、「
子
ど
も
が
い
る
と
周
り
の
目

が
気
に
な
っ
て
レ
ス
ト
ラ
ン
に
行
け
な
い
」
っ

て
声
が
あ
る
ん
で
す
。だ
か
ら
、
障
害
者
と
か

関
係
な
く
、
誰
で
も
集
ま
れ
る
よ
う
な
カ
フ
ェ

み
た
い
な
ス
ペ
ー
ス
を
つ
く
っ
て
み
た
い
。そ

の
ス
ペ
ー
ス
で
お
母
さ
ん
達
同
士
で
話
せ
た
り

だ
と
か
、
障
害
の
あ
る
子
も
簡
単
な
仕
事
が
で

き
た
り
と
か
。障
害
の
あ
る
子
達
が
作
っ
た
も

の
を
販
売
し
た
り
し
て
、
そ
の
子
達
の
表
現
の

場
を
つ
く
れ
た
ら
な
っ
て
思
っ
て
る
ん
で
す
。

稲
敷
市
民
に
一
言
。

「
え
り
の
あ
」
っ
て
い
う
名
前
を
覚
え
て
も
ら

い
た
い
な
。で
、
こ
れ
か
ら
は
実
家
の
あ
る
茨

城
で
も
活
動
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
の
で
、
皆

さ
ん
応
援
し
て
く
だ
さ
い
！

面
接
で
「
両
方
本
気
で
や
り
た
い
ん
で
す
」
っ

て
言
っ
た
ら
全
部
落
ち
ち
ゃ
っ
た
。（
笑
）　

そ

れ
で
も
、
バ
イ
ト
し
な
が
ら
音
楽
を
何
と
か
や

っ
て
け
る
か
な
あ
、
っ
て
思
っ
て
た
ん
で
す
。

　
そ
ん
時
に
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
『
に
ち
に
ち
そ
う
』
っ
て
と
こ
で
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
行
っ
て
て
。そ
こ
の
理
事
長
が

「
音
楽
は
誰
も
が
で
き
る
こ
と
じ
ゃ
な
い
か
ら
、

や
り
な
が
ら
う
ち
で
働
か
な
い
か
」
っ
て
言
っ

て
く
れ
た
の
で
今
の
活
動
が
始
ま
っ
た
感
じ
で

す
。

歌
や
講
演（
ラ
イ
ブ
）を
通
し
て
伝
え
た
い
こ
と

は
？

体
験
談
と
か
を
元
に
、
歌
と
ト
ー
ク
で
命
の
大

切
さ
を
伝
え
て
い
き
た
い
な
あ
っ
て
。歌
で
人

の
心
を
耕
し
た
く
っ
て
、「
栃
木
の
耕
耘
機
」

っ
て
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
な
ん
で
す
。（
笑
）

今
ま
で
活
動
し
て
き
て
嬉
し
か
っ
た
こ
と
は
？

「
え
り
の
あ
の
歌
を
聞
い
て
学
校
に
行
け
る
よ

う
に
な
っ
た
」
と
か
、
子
ど
も
と
会
話
が
持
て

な
か
っ
た
お
母
さ
ん
か
ら
「
子
ど
も
と
話
せ
る

よ
う
に
な
っ
た
よ
」
と
か
、
そ
う
い
う
手
紙
が

た
く
さ
ん
届
い
て
き
て
。自
分
が
今
ま
で
や
っ

て
き
た
こ
と
を
通
し
て
、
人
と
人
と
が
つ
な
が

っ
て
い
っ
て
る
な
っ
て
い
う
嬉
し
さ
が
あ
り
ま

す
。

inabito

イ
ナ
ビ
ト  

音
楽
を
始
め
た
き
っ
か
け
は
？

両
親
の
影
響
で
小
さ
い
時
か
ら
音
楽
が
好
き
だ

っ
た
ん
で
す
。

　
大
学
3
年
の
時
に
、
軽
い
気
持
ち
で
の
ど
自

慢
に
で
た
ら
、
鐘
が
た
く
さ
ん
鳴
っ
た
ん
で
調

子
こ
い
て
音
楽
活
動
を
開
始
し
た
ん
で
す
。つ

い
で
に
、
大
学
4
年
の
時
に
イ
ン
デ
ィ
ー
ズ
デ

ビ
ュ
ー
ま
で
し
ち
ゃ
い
ま
し
た
。（
笑
）

　
そ
の
２
年
後
く
ら
い
か
ら
ギ
タ
ー
を
練
習
し

だ
し
た
ん
で
、
そ
っ
か
ら
曲
を
作
り
始
め
ま
し

た
。

福
祉
と
の
出
会
い
は
？

子
ど
も
の
頃
、
言
葉
の
な
ま
り
の
こ
と
で
、
す

ご
く
悩
ん
で
た
ん
で
す
。

　
そ
の
時
に
江
小
と
養
護
学
校
と
の
交
流
が
あ

っ
て
、
養
護
学
校
の
子
達
は
私
に
偏
見
な
く
接

し
て
く
れ
た
ん
で
す
。そ
れ
に
本
当
に
救
わ
れ

て
。そ
こ
か
ら
障
害
が
あ
る
人
や
お
年
寄
り
の

力
に
な
り
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
っ
た
ん
で
す

よ
。

現
在
の
活
動
を
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
？

大
学
4
年
の
時
に
社
会
福
祉
士
と
介
護
福
祉
士

の
資
格
を
取
得
し
た
ん
で
、
そ
れ
を
活
か
し
て

仕
事
し
た
い
な
っ
て
思
っ
て
て
。け
ど
、
そ
の

頃
、
音
楽
の
活
動
も
し
て
た
ん
で
、
両
方
や
り

た
い
な
あ
っ
て
想
い
が
あ
っ
て
、
就
職
活
動
の

福島県生まれ。小学校4年生の時に稲敷市（旧江戸崎町）へ。江戸崎小、江
戸崎中、常総学院をへて、国際医療福祉大学（栃木県）に。
2008年にメジャーデビューし、栃木県から『とちぎ未来大使』に任命さ
れる。社会福祉士・介護福祉士の資格を持ち、現在、栃木県を中心に音楽
と福祉の分野で活躍中。
HP http://erinoa.net/
問 CIMS Records 山田　tel.03-6276-8494 ／  yamada@cims.co.jp

えりのあ　-ミュージシャン-
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日（
金
）、８
月
26
日（
木
）、27
日

（
金
）午
後
１
時
30
分
〜　
※
７

月
３
日
の
み
午
前
９
時
30
分
〜

▽
訓
練
科
：
機
械
技
術
科
、
自

動
車
整
備
科
、
情
報
技
術
科
、

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
制
御
科　
▽
内

容
：
授
業
の
体
験
実
習
、
学
院

紹
介
、
受
験
案
内　
▽
会
場
：

土
浦
産
業
技
術
専
門
学
院
（
土

浦
市
中
村
西
根
番
外
５
０
）　

▽

申
込
方
法
：
電
話
ま
た
は
フ
ァ

ッ
ク
ス
で
土
浦
産
業
技
術
専
門

学
院
へ
申
し
込
む

●
県
立
土
浦
産
業
技
術
専
門
学

院　
☎
０
２
９
︲
８
４
１
︲
３

５
５
１
／
fax
０
２
９
︲
８
４
１

︲
４
４
６
５

大
好
き
い
ば
ら
き

就
職
面
接
会
を
開
催

大
学
院
、大
学
、短
大
、専
修
学

校
な
ど
（
高
校
除
く
）
の
平
成
23

年
３
月
卒
業
予
定
者
お
よ
び
既

卒
者
で
、
ま
だ
就
職
の
決
ま
っ

て
い
な
い
方
（
卒
業
後
約
10
年
以

内
）
を
対
象
に
「
大
好
き
い
ば

ら
き
就
職
面
接
会
（
前
期
）」
を

開
催
し
ま
す
。

　
県
内
企
業
約
１
４
０
社
の
企

業
説
明
や
面
接
を
受
け
る
こ
と

調
理
師
試
験

試
験
の
ご
案
内

詳
細
は
商
工
会
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

調
理
師
試
験

願
書
な
ど
は
稲
敷
市
商
工
会
に

あ
り
ま
す
。

▽
日
時
：
８
月
21
日（
土
）午
後

１
時
30
分
〜　
▽
場
所
：
茨
城

県
立
医
療
大
学（
阿
見
町
大
字
阿

見
４
６
６
９
︲
２
）　

▽
申
込
期

間
：
７
月
８
日（
木
）、９
日（
金
）

予
備
講
習
会

▽
日
時
：
８
月
４
日（
水
）、
５

日（
木
）　
▽
場
所
：
取
手
市
商

工
会
藤
代
支
所（
取
手
市
藤
代
７

３
０
︲
１
）　
▽
申
込
締
切
：
７

月
１
日（
木
）　
▽
申
込
方
法
：

予
備
講
習
会
受
講
者
は
稲
敷
市

商
工
会
へ
申
し
込
む
。試
験
の

み
の
申
込
は
保
健
所
へ
直
接
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

●
稲
敷
市
商
工
会
（
斉
藤
）　
☎

０
２
９
︲
８
９
２
︲
２
６
０
３

ふ
る
さ
と
女
性
大
学

「
葦
の
会
」受
講
生
募
集

ふ
る
さ
と
づ
く
り
活
動
へ
の
自

主
性
・
創
造
性
を
も
っ
た
女
性

リ
ー
ダ
ー
の
育
成
を
目
的
に
講

座
を
開
催
し
ま
す
。

　
詳
細
は
農
政
課
農
政
企
画
係

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
日
時
：
７
月
16
日（
金
）〜
平

成
23
年
１
月
20
日（
木
）の
う
ち

６
日
間　
午
前
10
時
30
分
〜
午

後
３
時
30
分　
▽
会
場
：
茨
城

県
総
合
福
祉
会
館（
水
戸
市
千
波

町
１
９
１
８
）　
▽
講
義
内
容
：

地
域
づ
く
り
、食
と
農
、介
護
、

教
育
、社
会
、生
活
環
境
な
ど

▽
募
集
人
数
：
２
８
０
人　
▽

受
講
料
：
３
０
０
０
円　
▽
申

込
方
法
：
６
月
30
日（
水
）ま
で

に
受
講
申
込
書（
農
政
課
ま
た
は

各
公
民
館
に
あ
り
）
を
提
出　
▽

主
催
：
（
社
）
茨
城
県
ふ
る
さ

と
づ
く
り
推
進
セ
ン
タ
ー
☎
０

２
９
︲
３
０
１
︲
１
２
６
６

●
稲
敷
市
農
政
課
農
政
企
画
係

（
東
庁
舎
）　

☎
０
２
９
９
︲
７

８
︲
３
３
８
５

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

土
浦
産
業
技
術
専
門
学
院

土
浦
産
業
技
術
専
門
学
院
で
は

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
を
開
催

し
ま
す
。

▽
日
時
：
７
月
３
日（
土
）、
23

が
で
き
ま
す
。事
前
の
申
し
込

み
は
不
要
、
参
加
費
は
無
料
で

す
の
で
、
ふ
る
っ
て
ご
参
加
く

だ
さ
い
。ま
た
、
履
歴
書
は
複

数
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

つ
く
ば
会
場

▽
日
時
：
６
月
18
日（
金
）午
前

10
時
〜　
▽
会
場
：
ホ
テ
ル
グ

ラ
ン
ド
東
雲
（
つ
く
ば
市
小
野
崎

４
８
８
︲
１
）

水
戸
会
場

▽
日
時
：
６
月
28
日（
月
）午
前

10
時
〜　
▽
会
場
：
ホ
テ
ル
レ

イ
ク
ビ
ュ
ー
水
戸（
水
戸
市
宮
町

１
︲
６
︲
１
）

●
県
労
働
政
策
課　
☎
０
２
９

︲
３
０
１
︲
３
６
４
５

土
砂
災
害
防
止
月
間

６
月
１
日
～
30
日

土
砂
災
害
を
防
ぎ
、
安
心
し
て

住
む
た
め
に
は
、
対
策
工
事
だ

け
で
な
く
「
自
分
の
身
は
自
分

で
守
る
」
と
い
う
意
識
を
持
つ

こ
と
が
大
切
で
す
。大
雨
の
時

の
注
意
・
早
め
の
避
難
を
心
が

け
ま
し
ょ
う
。

こ
ん
な
時
は
注
意

□ 

土
石
流
＝
山
全
体
が
う
な

っ
て
い
る
よ
う
な
音
が
す
る
時
。

川
の
流
れ
が
急
に
に
ご
っ
た
り
、

木
が
流
れ
て
き
た
時
、な
ど

□ 

地
す
べ
り
＝
地
面
に
ひ
び

割
れ
が
で
き
た
時
。地
面
の
一

部
分
が
へ
こ
ん
だ
り
、
盛
り
上

が
っ
た
時
、な
ど

□ 

が
け
崩
れ
＝
が
け
か
ら
小

石
が
パ
ラ
パ
ラ
と
落
ち
て
き
た

時
。が
け
に
わ
れ
目
が
で
き
た

時
、な
ど

●
県
土
木
部
河
川
課
ダ
ム
砂
防

室　
☎
０
２
９
︲
３
０
１
︲
４

４
９
５

労
働
保
険
の
年
度
更
新

更
新
期
間
が
変
更

法
律
の
改
正
に
基
づ
き
、
４
月

１
日
か
ら
５
月
20
日
と
さ
れ
て

き
た
労
働
保
険
の
年
度
更
新
期

間
が
昨
年
度
か
ら
「
６
月
１
日

か
ら
７
月
10
日
」
に
変
更
さ
れ

ま
し
た
。　
※
今
年
度
は
曜
日

の
関
係
に
よ
り
６
月
１
日
か
ら

７
月
12
日
ま
で
。

　
申
告
関
係
書
類
に
つ
い
て
も

７
月
12
日（
月
）ま
で
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
保
険
料
を
算
定
す
る

期
間
に
つ
い
て
は
変
更
は
な
く
、

前
年
度
の
４
月
か
ら
本
年
の
３
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番
号
：
０
１
２
０
︲
０
０
７
︲

１
１
０　
▽
相
談
員
：
法
務
局

職
員
、人
権
擁
護
委
員

奨
学
生
募
集

交
通
遺
児
育
英
会

交
通
遺
児
育
英
会
で
は
、
保
護

者
な
ど
が
道
路
に
お
け
る
交
通

事
故
で
死
亡
し
た
り
、
重
い
後

遺
障
害
の
た
め
に
働
け
ず
、
経

済
的
理
由
で
修
学
が
困
難
な
高

等
学
校
以
上
の
生
徒
・
学
生
に

奨
学
金
を
貸
与
し
ま
す
。

　
詳
細
は
左
記
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

●（
財
）交
通
遺
児
育
英
会　
☎

０
３
︲
３
５
５
６
︲
０
７
７
３

／http://w
w

w
.kotsuiji.

com龍
ヶ
崎
家
族
会

月
例
会
の
開
催

家
族
の
中
に
精
神
障
害
の
子
ど

も
を
持
つ
父
母
や
兄
弟
が
集
ま

っ
て
、
毎
月
１
回
「
家
族
を
支

え
る
会
」を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
「
支
え
る
会
」は
、
家
族
や
親

族
だ
け
が
参
加
で
き
る
会
で
す
。

病
気
や
福
祉
制
度
に
つ
い
て
の

勉
強
の
ほ
か
、
安
心
し
て
悩
み

月
ま
で
と
な
り
ま
す
。

　
労
働
保
険
料
の
納
付
期
限
は
、

今
年
度
は
第
２
期
分
が
11
月
１

日（
月
）ま
で
、
第
３
期
分
は
平

成
23
年
１
月
31
日（
月
）ま
で
と

な
り
ま
す
。

●
茨
城
労
働
局
労
働
保
険
徴
収

室　
☎
０
２
９
︲
２
２
４
︲
６

２
１
３

個
人
事
業
税
は

便
利
な
口
座
振
替
で

口
座
振
替
を
ご
利
用
に
な
り
ま

す
と
、
納
期
限
を
忘
れ
た
り
、

わ
ざ
わ
ざ
金
融
期
間
に
納
付
に

行
く
必
要
が
な
く
な
り
ま
す
の

で
と
て
も
便
利
で
す
。

　
申
し
込
み
は
預
金
先
の
県
内

金
融
機
関
（
郵
便
局
を
除
く
）
に

お
届
け
印
を
お
持
ち
い
た
だ
け

れ
ば
す
ぐ
に
手
続
き
が
で
き
ま

す
。

●
土
浦
県
税
事
務
所
管
理
課　

☎
０
２
９
︲
８
２
２
︲
７
２
０

３
法
テ
ラ
ス

法
的
ト
ラ
ブ
ル
に
は

法
的
ト
ラ
ブ
ル
を
抱
え
て
お
困

り
の
方
に
、
最
適
な
相
談
窓
口

や
解
決
に
役
立
つ
法
制
度
に
関

す
る
情
報
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
ま
た
、
資
力
の
少
な
い
方
を

対
象
と
し
た
無
料
法
律
相
談
の

ご
案
内
も
行
っ
て
い
ま
す
。

▽
窓
口
電
話
番
号
：
０
５
７
０

︲
０
７
８
３
７
４　
▽
開
設
時

間
：
平
日
＝
午
前
９
時
〜
午
後

９
時　
土
曜
日
＝
午
前
９
時
〜

午
後
５
時　
※
日
曜
、
祝
日
は

休
み

●
法
テ
ラ
ス
茨
城　
☎
０
５
０

３
３
８
３
︲
５
３
９
０

子
ど
も
の
人
権

１
１
０
番
強
化
週
間

い
じ
め
や
児
童
虐
待
な
ど
子
ど

も
を
め
ぐ
る
様
々
な
人
権
問
題

に
積
極
的
に
取
り
組
む
こ
と
を

目
的
と
し
て
、
全
国
一
斉
「
子

ど
も
の
人
権
１
１
０
番
」
強
化

週
間
を
実
施
し
ま
す
。悩
み
を

持
っ
た
お
子
様
や
保
護
者
の
方

か
ら
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　

秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
の
で
、

安
心
し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▽
日
時
：
６
月
28
日（
月
）〜
７

月
４
日（
日
）午
前
８
時
30
分
〜

午
後
７
時　
※
土
日
は
午
前
10

時
〜
午
後
５
時　
▽
相
談
電
話

を
話
し
合
い
、
多
く
の
参
考
意

見
が
聞
け
る
場
で
す
。事
前
の

申
込
は
不
要
で
す
の
で
、
初
め

て
参
加
さ
れ
る
方
も
、
ぜ
ひ
気

軽
に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

▽
対
象
地
区
：
稲
敷
市
、
龍
ケ

崎
市
、河
内
町
、利
根
町
、そ
の

他　
▽
日
時
：
７
月
３
日（
土
）、

８
月
７
日
（
土
）、
９
月
４
日

（
土
）午
後
１
時
〜
３
時
30
分　

▽
場
所
：
龍
ケ
崎
市
総
合
福
祉

セ
ン
タ
ー
（
龍
ケ
崎
市
川
原
代

５
０
１
４
）

●
龍
ヶ
崎
地
方
家
族
会
（
長
瀬
）

☎
０
９
０
︲
５
４
２
５
︲
２
２

３
６市

民
公
開
講
座

茨
城
医
療
セ
ン
タ
ー

詳
細
は
下
記
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

▽
テ
ー
マ
：
「
放
射
線
治
療
と

は
？
」
〜
最
新
の
放
射
線
治
療

を
わ
か
り
や
す
く
解
説
〜　
▽

日
時
：
６
月
19
日（
土
）午
後
２

時
〜
３
時　
▽
会
場
：
東
京
医

科
大
学
茨
城
医
療
セ
ン
タ
ー　

医
療
福
祉
・
研
究
セ
ン
タ
ー　

１
階
多
目
的
ホ
ー
ル
（
阿
見
町

中
央
３
︲
２
０
︲
１
）

●
東
京
医
科
大
学
茨
城
医
療
セ

ン
タ
ー　
企
画
・
広
報
室　
☎

０
２
９
︲
８
８
７
︲
１
１
６
１

（
内
線
７
６
９
１
）

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

県
立
医
療
大
学
付
属
病
院

入
院
患
者
さ
ん
の
ス
テ
ン
シ
ル

や
絵
手
紙
作
成
の
お
手
伝
い
、

小
児
病
棟
で
行
う
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
の
お
手
伝
い
を
し
て
く

だ
さ
る
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
興
味
の
あ
る
方
は
ぜ
ひ
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

▽
時
間
：
ス
テ
ン
シ
ル
＝
毎
週

火
曜
日　
午
後
１
時
30
分
〜
３

時
30
分
、
絵
手
紙
＝
毎
週
水
曜

日　
午
後
１
時
〜
３
時
、
小
児

病
棟
＝
毎
週
水
曜
日　
午
前
10

時
〜
午
後
３
時　

▽
応
募
条

件
：
健
康
な
方
（
要
レ
ン
ト
ゲ
ン

撮
影
）、
３
か
月
以
上
活
動
可
能

な
方

●
県
立
医
療
大
学
付
属
病
院　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
推
進
委
員
会

（
遠
藤
）　
☎
０
２
９
︲
８
８
８

︲
９
２
１
２

informationくらしと情報
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6月3日（木） ふれあいセンター 弁
6月10日（木） 桜川庁舎
6月17日（木） 東分庁舎 弁
6月24日（木） 江戸崎公民館
相談内容
各種相談の合同相談を行います。
▽時間：午後1時30分～4時
①心配ごと相談＝日常生活の諸問題について相談に応じま
す。予約制（前日までに）。弁＝弁護士に相談できます　申込：
稲敷市社会福祉協議会tel.029-892-5711
②行政相談＝行政に関する相談を受け付けます　問：稲敷市
総務課（江戸崎庁舎）tel.029-892-2000（内線2209）

③人権相談＝人権に関する相談に人権擁護委員などがお答え
します　問：稲敷市人権推進室（新利根庁舎）tel.029-892-
2000（内線3300）

心配ごと等合同相談

教育相談
いじめ、不登校、友人関係など児童生徒に関する教育問題全
般に、市教育相談員が面接や電話でお答えします。
▽日時：月～金曜（祝日を除く）／午前9時～午後5時
●稲敷市教育相談室（新利根庁舎）tel.0297-87-0121
家庭児童相談
養護、虐待、非行、育成、心身障がいなど、乳幼児から児童に
関する相談に、家庭相談員が面接や電話でお答えします。
▽日時：月～金曜（祝日を除く）／午前9時～午後4時
●稲敷市家庭児童相談室（新利根庁舎）tel.0297-87-3247
家庭教育相談
臨床心理士の先生が、子育てに関する悩みや発達障がいの相
談をお受けします。
▽日時：6月10日（木）、24日（木）午前10時～午後4時　▽場
所：各公民館、生涯学習センター、など　▽申込：予約制
●稲敷市教育委員会生涯学習課（新利根庁舎）tel.0297-87- 
3439

教育に関する相談
6月15日（火）　江戸崎庁舎／ 6月16日（水）　桜川庁舎
法律問題の相談に弁護士がお答えします。予約制。受付＝6
月7日（月）午前8時30分～午後５時15分／定員＝各会場6
人。
●稲敷市総務課（江戸崎庁舎）tel.029-892-2000（内線2209）

法律相談

生活相談

出張就職相談会

隣保館の設置されていない地域の生活や人権などの問題につ
いて、専門の相談員が応じます。
▽日時：毎週水曜日（祝日を除く）、午前9時～11時30分　
▽場所：新利根庁舎、小角地区公園管理棟
●稲敷市人権推進室（新利根庁舎）tel.029-892-2000（内線

3300）

就職相談会（無料）を開催しています。
■ あずま生涯学習センター（創作室）

▽日時：6月2日（水）、9日（水）、30日（水）、7月7日（水）、
14日（水）、28日（水）午前10時～午後3時
■ 稲敷合同庁舎（2階会議室）

▽日時：6月16日（水）、7月21日（水）午前10時～午後3時
●いばらき就職支援センター 県南地区センター tel.029-
825-3410

精神保健相談
こころのリハビリ（精神デイケア）　

▽日時：6月23日（水）午前10時～11時30分　▽場所：ふ
れあいセンター　▽申込：予約制
こころの相談　
こころの健康、悩み、病気についての相談をお受けします。
▽日時：6月23日（水）午後1時30分～ 3時30分　▽場所：
ふれあいセンター　▽申込：予約制
●稲敷市社会福祉課（新利根庁舎）tel029-892-2000（内線

3200）
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5月30日（日） 角崎クリニック（中山）tel.0297-87-6030
 河合内科医院（阿見町）tel.029-843-3301
6月6日（日） 和田医院（下馬渡）tel.029-894-2412
 森脇整形外科（阿見町）tel.029-843-7888
6月13日（日） 矢野整形外科医院（浜新宿）tel.029-892-2127
 あみ小林クリニック（阿見町）tel.029-888-2200
6月20日（日） 竹尾医院（河内町）tel.0297-86-2436
 阿見第一クリニック（阿見町）tel.029-887-3511
6月27日（日） ゆはらクリニック（古渡）tel.029-894-2002
 おおさわ眼科（阿見町）tel.029-843-7272
7月4日（日） 宮本病院（幸田）tel.0299-79-2114
 なるしま内科医院（阿見町）tel.029-869-4820
7月11日（日） いなしきクリニック（蒲ケ山）tel.029-892-3372
 まつばらウィメンズクリニック（阿見町）

 tel.029-830-5151
7月18日（日） 坂本医院（桑山）tel.029-892-2232
 あべ整形外科（阿見町）tel.029-875-5303
▽診療時間：午前9時～午後4時
※都合により変更になる場合があります。要確認

休日診療当番医
茨城県救急医療情報システム
医療機関の検索、休日診療当番医、小児輪番など情報が検索
できます。毎日24時間対応。
●救急医療情報コントロールセンター tel.029-241-4199
●救急医療情報システムHPhttp://www.qq.pref.ibaraki.jp/ 、
携帯http://www.qq.pref.ibaraki.jp/kt/
茨城子ども救急電話相談
子どもの急な病気の場合などに、看護師のアドバイスが受け
られます。
▽受付時間：毎日＝午後6時30分～11時30分／休日昼間
のみ＝午前9時～午後5時
▽プッシュ回線の固定、携帯電話＝局番なしの#8000 ／非
プッシュ回線の固定、公衆電話＝tel.029-254-9900
いなしき健康相談
医師が医療相談にお答えします。24時間毎日対応。
●フリーダイヤルtel.0120-69-3389

医療・健康

陶芸クラブ 毎週火、木曜　午後1時～
囲碁教室 毎週月曜　午後1時～
カラオケ愛好会 毎週火、土曜　午後1時30分～
太極拳教室 6月9日（水）午後1時30分～
生花教室 6月17日（木）午後1時30分～
茶道教室 6月17日、24日（木）午後1時30分～
ゆきちゃんの音楽会 6月18日（金）午後2時～
手話愛好会 6月18日（金）午後7時～
絵手紙教室 6月23日（水）午後1時30分～
料理教室 6月28日（月）午前10時～
リハビリ体操教室 6月28日（月）午後1時～
●稲敷市地域交流スペース（特別養護老人ホーム「水郷荘」内）

tel.0299-79-2319

稲敷市地域交流スペース

市の人口（常住人口）

総人口：46,786（-53）

　　男：23,145（-25）

　　女：23,641（-28）

世帯数：15,026（0）

※ 5 月 1 日現在。かっこ内

は前月比

6月の納税
▽納期限：6月30日（水）

・市県民税：1期
・介護保険料：2期
・国民健康保険税：2期

informationくらしと情報

市からのさまざま情報を、携帯電話やパソコンへ配信します。
▽PC 用：市HP から
▽携帯用：http://www.city.inashiki.lg.jp/
　　　　  dir.php?code=444

情報メール配信



1

2

3

4

1
稲
敷
市
の
女
性
消
防
団
誕
生

稲
敷
市
女
性
消
防
団
が
発
足
し
ま
し
た
。そ
の
辞
令
交

付
式
が
、
4
月
18
日
桜
川
庁
舎
で
行
わ
れ
ま
し
た
。今

回
任
命
を
受
け
た
団
員
は
17
人
。と
か
く
「
男
の
世
界
」

と
思
わ
れ
が
ち
な
消
防
団
で
す
が
、「
女
性
だ
か
ら
こ

そ
」
の
能
力
を
活
用
し
、
様
々
な
部
門
で
の
活
躍
が
期

待
さ
れ
て
い
ま
す
。

2
こ
ど
も
園
に
青
い
ザ
リ
ガ
ニ

あ
ず
ま
北
小
近
く
の
溝
で
発
見
さ
れ
た
青
い
ザ
リ
ガ
ニ
。

昨
年
５
月
に
捕
ま
え
た
と
き
は
、
こ
の
ザ
リ
ガ
ニ
だ
け

灰
色
だ
っ
た
そ
う
で
す
。そ
れ
が
今
年
の
３
月
、
水
槽

を
掃
除
し
て
み
た
ら
な
ん
と
青
い
色
に
衣
替
え
し
て
い

た
と
の
こ
と
。認
定
こ
ど
も
園
の
園
児
達
は
、
目
に
し

た
こ
と
の
な
い
青
い
ザ
リ
ガ
ニ
に
夢
中
で
す
。

3
Ｊ
Ａ
が
各
小
学
校
に
補
助
教
材
を
寄
贈

「
農
業
と
わ
た
し
た
ち
の
く
ら
し
」
が
稲
敷
農
協
か
ら

贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。こ
れ
は
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
が
食
農
教
育

応
援
事
業
と
し
て
、
昨
年
度
か
ら
取
り
組
ん
で
い
る
も

の
。社
会
や
理
科
な
ど
の
補
助
教
材
と
し
て
、
農
作
物

や
田
畑
に
つ
い
て
詳
し
く
、
ま
た
優
し
く
編
集
さ
れ
て

い
ま
す
。今
年
度
も
市
内
小
学
校
の
５
年
生
に
配
ら
れ
、

広
く
使
わ
れ
て
い
く
予
定
で
す
。

4
宮
本
邸
で
ち
ゃ
ん
こ
鍋

宮
本
澄
江
さ
ん
（
群
馬
県
邑お

う
ら楽

郡
）
よ
り
稲
敷
市
へ
２
０

０
万
円
の
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。ま
た
、
４
月
10

日
浮
島
の
旧
宮
本
邸
で
地
域
活
性
化
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

し
、
高
田
川
親
方
を
は
じ
め
部
屋
の
力
士
が
ち
ゃ
ん
こ

鍋
を
作
り
、訪
れ
た
お
客
さ
ん
に
振
舞
わ
れ
ま
し
た
。
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で・き・ご・と
4月

市内の様々な行事、
出来ごとなどを取り上げます。

●稲敷市秘書広聴課tel.029-892-2000（内線2402） 7

6

5
保
存
会
が
神
宮
寺
城
跡
通
路
に
桜
を
植
樹

神
宮
寺
城
跡
・
十
三
塚
史
跡
保
存
会
は
平
成
19
年
に
先

人
を
敬
い
、
両
史
跡
の
保
全
の
た
め
結
成
さ
れ
ま
し
た
。

結
成
か
ら
3
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
城
跡
ま
で
の
通
路

に
桜
の
植
樹
を
行
い
ま
し
た
。ぜ
ひ
皆
さ
ん
も
稲
敷
市

の
歴
史
を
探
索
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

6
笑
遊
館
の
こ
い
の
ぼ
り
祭
り

４
月
19
日
か
ら
５
月
５
日
ま
で
の
間
、
え
ど
さ
き
笑
遊

館
に
お
い
て
、「
笑
遊
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」の
手
に
よ
り

「
笑
遊
こ
い
の
ぼ
り
祭
り
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。会
場

に
は
、勇
ま
し
い
兜
飾
り
や
可
愛
ら
し
い
五
月
人
形
、江

戸
崎
保
育
園
の
園
児
達
に
よ
る
手
作
り
こ
い
の
ぼ
り
が

飾
ら
れ
、訪
れ
た
人
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

（
写
真
は
見
学
に
来
た
、認
定
こ
ど
も
園
の
園
児
達
）

7
根
本
小
で
避
難
訓
練

根
本
小
学
校
で
は
４
月
28
日
不
審
者
侵
入
に
備
え
た
避

難
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

　
稲
敷
警
察
署
指
導
の
も
と
、
ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
タ
ー

や
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
の
協
力
で
全
校
児
童
が

参
加
。先
生
と
児
童
が
不
審
者
の
対
応
を
学
び
ま
し
た
。

8
初
期
消
火
に
消
防
署
か
ら
感
謝
状

３
月
６
日
に
市
内
で
発
生
し
た
建
物
火
災
を
い
ち
早
く

発
見
し
初
期
消
火
に
当
た
っ
た
澤
邊
高
幸
さ
ん
親
子
に

４
月
18
日
、
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。大
越
江
戸
崎

消
防
署
長
か
ら
は
「
澤
邊
さ
ん
家
族
の
勇
気
あ
る
行
動

の
お
か
げ
で
大
事
な
生
命
、
身
体
、
財
産
を
守
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。」と
お
礼
の
言
葉
が
あ
り
ま
し
た
。

（
写
真
左
か
ら
大
越
署
長
、澤
邊
高
幸
さ
ん
、紫
央
璃
さ
ん
、和

江
さ
ん
）

8 5
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稲敷市子育て支援センター
●あいアイ（ふれあいセンター内）tel.0297-87-7070
●つばさ（私立新利根つばさ保育園内）tel.090-2210-7355
●ひまわり（私立江戸崎保育園内）tel.090-3232-2680

子育て

広報稲敷 平成22年6月号　26

あそびの広場日程（6月分）
1日（火） 園庭で遊ぼう（どなたでも）

3日（木） わらべうたで遊ぼう（どなたでも）

8日（火） 赤ちゃん集まれ！！（首座り～ 1歳位）

15日（火） 英語であそぼう（2歳以上）

18日（金） 給食体験（離乳食完了児・5組）

22日（火） 小麦粉粘土で遊ぼう（どなたでも）

24日（木） 七夕飾りを作ろう（どなたでも）

29日（火） 手芸講座（どなたでも）

ひまわり
▽時間：午前10時～11時30分（製作・講座）　▽要予約
1日（火） 園庭で遊ぼう（どなたでも）

4日（金） わらべうたで遊ぼう（どなたでも）

11日（金） 赤ちゃん集まれ！！（首座り～ 1歳位）

16日（水） 英語であそぼう（2歳以上）

18日（金） 給食体験（離乳食完了児・5組）

23日（水） 小麦粉粘土で遊ぼう（どなたでも）

25日（金） 体操リズム遊び（どなたでも）

29日（火） 手芸講座（どなたでも）

30日（水） 七夕飾りを作ろう（どなたでも）

あいアイ
▽時間：午前10時30分～11時30分 ▽対象：0歳～就園前
▽予約制　※すくすくday は予約不要、午前10時～
1日（火） 元気にあそぼう（1歳半～）／あいアイ
2日（水） ママとあそぼう（ハイハイ～ヨチヨチ）／あい 
 アイ
3日（木） 元気にあそぼう／東保健センター
4日（金） 元気にあそぼう／桜川保健センター
7日（月） 元気にあそぼう／江戸崎保健センター
12日（土） ちびっこ運動会／新利根体育館
18日（金） ベビーマッサージ（ねんねの赤ちゃん）／あい 
 アイ
23日（水） すくすくday（好きなあそび）／東保健センター
25日（金） 誕生会（6月生まれ）／あいアイ
※11日（金）午後は休館
つばさ
▽時間：午前10時～11時30分（製作・講座）　▽要予約

“ちびっこ運動会”に参加しよう！
毎回、笑顔がいっぱいの和やかな「あい
アイ」のちびっこ運動会！今年も、ハイ
ハイの赤ちゃんからパパやママまで楽
しめるプログラムを企画しています。大

あいアイ

つばさ・ひまわり

実践です。
　いざという時のためにもぜひこの機
会に学んでみてはいかがでしょうか。
▽日時：6月10日（木）午前10時30
分～ 11時30分　▽場所：子育て支援
センターつばさ　▽人数：12組　▽
対象：0歳児～未就園児の保護者

救命救急法―いざという時にー
お子さんのケガや事故はいつ発生する
かわかりませんね。お人形を使っての

勢の皆様の参加をお待ちしています。
▽日時：6月12日（土）午前10時～正午
▽場所：新利根体育館（ふれあいセンター

前）　▽対象：就園前までの子どもと保
護者　▽人数：70組（定員になり次第、締

め切り）　▽申込：6月4日（金）までにあ
いアイへ　午前8時30分～午後5時
15分（平日のみ）

「児童福祉週間」にちなみ、こいのぼりの下
でママと一緒に楽しく過ごしました。

保育園卒園児の中学生を対象に第2回同窓
会を開き、園児との交流をもちました。



●稲敷市健康増進課（ふれあいセンター内）tel.0297-87-6111

保健センター

●稲敷市健康増進課（ふれあいセンター内）tel.0297-87-6111

保健センター

　　　桜川地区総合健診申込
総合健診受診希望の方は稲敷市健康増進課（ふれあいセンタ

ー）まで電話または来所にてお申し込みください。
　詳細については平成22年度稲敷市保健行事予定表をご
覧ください。
　がん検診については対象年齢になっている方ならどなた
でも受診できます。
▽健診日：7月23日（金）、24日（土）、25日（日）

▽会場：桜川保健センター
▽申込受付：6月22日（火）、23日（水）　午前8時30分～
午後5時15分
●稲敷市健康増進課（ふれあいセンター）　tel.0297-87-
6111

　　　子宮がん・乳がん検診申込
受診希望の方は稲敷市健康増進課（ふれあいセンター）まで
電話または来所にてお申し込みください。
　詳細については平成22年度稲敷市保健行事予定表をご
覧ください。
　がん検診については対象年齢になっている方ならどなた
でも受診できますが、マンモグラフィ検診については2年
に1度の検診です。
▽検診日：8月1日（日）、2日（月）

▽会場：ふれあいセンター
▽申込受付：6月29日（火）、30日（水）　午前8時30分～
午後5時15分
●稲敷市健康増進課（ふれあいセンター）　tel.0297-87-
6111
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6、7月の行事予定
平成20年10月29日～ 11月19日生
まれ　▽東保健センター：6月25日

（金）＝平成20年11月20日～ 12月
7日生まれ　▽江戸崎保健センター：
7月27日（火）＝平成20年12月8日
～ 24日生まれ
2歳児健診 
▽東保健センター：6月17日（木）＝
平成20年5月12日～ 31日生まれ　
▽ふれあいセンター：7月6日（火）＝
平成 20 年 6 月 1 日～ 26 日生まれ　
▽江戸崎保健センター：7月26日（月）

＝平成20年6月27日～ 7月19日生
まれ
3歳児健診 
▽ふれあいセンター：6月18日（金）

＝平成19年5月5日～ 19日生まれ
▽江戸崎保健センター：7月9日（金）

＝平成19年5月20日～ 6月14日生

詳しくは3月に配布した、すくすくカ
レンダーをご覧ください。
予防接種（予約制、定員有）

■三種混合
▽東保健センター：6月11日（金）

7月12日（月）

■ポリオ
▽江戸崎保健センター：6月22日（火）

▽ふれあいセンター：7月15日（木）

■麻しん風しん混合（MR）

▽東保健センター：7月29日（木）

3か月児健診
▽江戸崎保健センター：6月9日（水）

▽東保健センター：6月21日（月）

▽ふれあいセンター：7月23日（金）

1歳6か月児健診
▽桜川保健センター：6月7日（月）＝

まれ　▽東保健センター：7月21日
（水）＝平成19年6月15日～ 7月3日
生まれ
離乳食相談会（予約制）

▽桜川保健センター：6月15日（火）

▽江戸崎保健センター：7月14日（水）

マタニティスクール（予約制）

▽江戸崎保健センター：7月8日（木）

住民健康相談（予約制）

▽桜川保健センター：6月15日（火）

▽江戸崎保健センター：7月14日（水）



生涯学習
 ●稲敷市教育委員会生涯学習課（新利根庁舎） tel.0297-87-3439
  fax.0297-87-5306

各種大会結果
　　　軟式野球、少年野球

夏休み器械体操教室
　　　参加者募集！

　快晴の空の下、全18チームが熱戦
を繰り広げました。
優勝＝茎崎ファイターズ
準優勝＝桜川ツインズ
第3位＝奥野ライナーズ
第4位＝上郷ジャガーズ

奪稲敷市少年野球大会が開催されまし
た。

日（木）、20日（金）／午前10時～ 11
時30分　▽場所：江戸崎運動公園体
育館　メインアリーナ　▽参加費：
2,000円（初日に徴収）　▽対象：市内
小学生　▽定員：第1回＝16人、第2
回＝ 16 人　▽受付期間：6 月 28 日

（月）～ 7月2日（金）　▽申込方法：生
涯学習課へ電話（土日、祭日は除く午前9

時～午後5時）かファックスで申し込む
▽その他：定員を超えた場合には抽選
となります。結果は後日通知します。

軟式野球大会結果
第10回軟式野球大会が、４月4日、
11日、18日の３日間で、市内野球場
３会場において開催されました。参加
した14チームの白熱した戦いが行わ
れました。会場周辺は満開の桜で、大
会に花を添えてくれました。
優勝（初優勝）＝新撰組
準優勝＝新利根ファイターズ
3位＝ドリームエンジェルス、サムラ
イ

チューリップ杯
4月24日、25日の2日間にわたり、
第18回目となる、チューリップ杯争

今年の夏休みの計画は、もうたててあ
りますか？
　今回の夏休み企画の体操教室は、2
回に分けて実施いたします。トランポ
リン・鉄棒・跳箱。３つの器械体操に
挑戦してみませんか？
　暑さに負けない元気な子！ぜひ参加
してください。
▽日時：第1回＝7月27日（火）、28
日（水）、29日（木）、30日（金）／第2
回＝8月17日（火）、18日（水）、19

運動のできる服装（ジーパンは不可）、汗
拭き、飲み物は各自で用意してくださ
い。
● 稲 敷 市 生 涯 学 習 課 tel.0297-87-
3439 ／ fax.0297-87-5306

▽桜川ツインズ
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 ●稲敷市立図書館tel.0299-79-3111、検索：opac.city.inashiki.lg.jp
 ●江戸崎公民館図書室tel.029-892-0305
 ●新利根公民館図書室（改善センター内）tel.0297-87-2175
 ●桜川公民館図書室tel.029-894-2981

図書だより
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■ 図書館
毎週月曜日、30日（水）休館
■ 江戸崎・新利根・桜川図書室
毎週月曜日休室

開館（室）時間：午前9時～午後5時　※図書館
は水曜日のみ午前11時～午後7時

江戸崎公民館図書室

おはなし会
▽日時：6月19日（土）　午後2時～ 3
時　▽場所：江戸崎公民館　和室２

新利根公民館図書室

おはなし会
▽日時：6月12日（土）　午前10時30
分～ 11時30分　▽場所：新利根公民
館　２階和室
※7月のおはなし会はお休みになりま
す。

桜川公民館図書室

今月の展示　井上ひさし
コーナーやリサイクル本があります。

す。
▽日時：6月19日（土）、20日（日）　午
後２時～（上映時間40分）　▽申込：当
日図書館カウンター　▽定員：70人

おはなし会
ボランティアの方が、紙芝居や大型絵
本を読んでくれます。
▽日時：6月27日（日）　午前10時30
分～ 11時

新着図書
「アザラシのひげじまん」椎名誠、「パ
スタマシーンの幽霊」川上弘美、「夫の
悪夢」藤原美子、「春告鳥」杉本章子、「不
等辺三角形」内田康夫、「和菓子のアン」
坂木司、ほか

貸出し点数を増やします（全館）
ぜひご利用ください。
■ 図書館、新利根公民館図書室、桜川
公民館図書室
□ 本：1人10冊まで
6月6日（日）まで
6月19日（土）、20日（日）

□ DVD 、ビデオ、CD：1人6点まで
6月1日（火）～ 6月6日（日）

6月19日（土）、20日（日）

■ 江戸崎公民館図書室
□ 本：1人10冊まで
6月20日（日）まで
□ DVD 、ビデオ、CD：1人6点まで
6月1日（火）～ 6月20日（日）

市立図書館

子ども映画会
■ ファーブル昆虫記８
バッタとカミキリムシ
アニメ世界の名作シリーズです。石坂
浩二がファーブル先生の声で出演しま

日 月 火 水 木 金 土
6 ／ 6 7 8 9 10 11 12

13 14 15 16 17 18 19
20 21 22 23 24 25 26
27 28 29 30

特別整理期間
図書館・図書室の蔵書点検のため休館となります。
■＝図書館、新利根公民館図書室、桜川公民館図書館の休館
■＝江戸崎公民館図書室の休館



市
内
の
桜
川
地
区
の
お
堂
と
東

地
区
の
寺
院
に
は
、
木も
く
じ
き食
観か
ん
か
い海

と
い
う
僧
の
掛
軸（
図
１
）が
残

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
木
食
」
と
聞
く
と
、
円え
ん
く
う空
・

木も
く
じ
き喰
で
知
ら
れ
る
、
江
戸
時
代

に
特
徴
あ
る
仏
像
を
彫
っ
た
こ

と
で
有
名
な
木
喰（
一
七
一
八
～

一
八
一
〇
）
を
思
い
起
こ
す
方

も
多
い
と
思
い
ま
す
。

　

そ
も
そ
も
、「
木
食
」と
は
肉

類
、
五
穀
を
食
べ
ず
、
木
の
実

や
草
な
ど
を
食
料
と
し
て
修
行

す
る
形
態
を
指
し
、
そ
の
修
行

を
続
け
る
僧
を
木
食
上
人
と
い

い
ま
し
た
。つ
ま
り
木
食
○
○

と
い
う
僧
は
多
く
存
在
し
、
平

安
時
代
頃
か
ら
類
例
が
見
ら
れ
、

江
戸
時
代
に
は
多
く
の
僧
が
存

在
し
た
よ
う
で
す
。円
空
・
木

喰
で
知
ら
れ
る
木
喰
に
も
名
が

あ
り
、
木
喰
行ぎ
ょ
う
ど
う
道
と
い
い
ま
し

た
。（
こ
の
木
食
は
「
食
」
の
字
に

口
編
を
用
い
た
「
喰
」
を
使
用
。ま

た
、
後
に
名
を
行
道
か
ら
五ご

ぎ
ょ
う行
、

明み
ょ
う
ま
ん
満
へ
と
変
更
し
て
い
る
）

　

市
内
に
残
る
木
食
観
海
の
掛

軸
に
は
、
上
部
に
ま
る
く
円
を

描
く
よ
う
に
光
明
真
言
、
そ
の

中
央
と
、
下
部
左
右
に
は
種し
ゅ
じ子

（
仏
を
梵
字
で
あ
ら
わ
し
た
も
の
）

が
書
か
れ
、
東
地
区
寺
院
所
蔵

の
も
の
に
は
「
永
兼
権
僧
正
大

内
山
相
承
院
／
羅
漢
寺
開
山
勅

上
人
木
食
観
海
書
」（
図
２
）、桜

川
地
区
の
お
堂
が
所
有
す
る
も

の
に
は
「
永
兼
権
僧
正
大
内
山

相
承
院
／
羅
漢
寺
開
山
木
食
観

海
七
十
有
七
翁
書
」
と
記
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
茨
城
県
内
に
は
、
水

戸
近
郊
の
酒
田
村
で
見
出
さ
れ

た
と
い
う
、
木
食
観
海
に
関
す

る
も
の
で
「
水
戸
浜
田
郷
大
内

山
羅
漢
寺
五
百
羅
漢
尊
像
」
と

い
う
木
版
画
像
に

「
宝
暦
五
乙
亥
極
月
十
八
日 

五

百
羅
漢
建
立
拝
領
之
地 

京
都

御
室
御
所
御
直
末
羅
漢
寺 

常

陸
国
水
戸
城
下
五
百
羅
漢
開
山 

木
食
観
海
印
施
」（
宝
暦
五
は
一

七
五
五
年
）（
注
１
）

と
あ
る
こ
と
か
ら
、
木
食
観
海

が
、
水
戸
に
あ
っ
た
羅
漢
寺
を

開
い
た
真
言
宗
の
僧
で
あ
っ
た

こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
木
食
観
海
と
、
冒

頭
で
述
べ
た
、
木
喰
行
道
に
は

深
い
関
わ
り
が
あ
り
ま
す
。

　

木
喰
行
道
の
自
叙
伝
で
あ
る

『
四し
こ
く
ど
う
し
ん
が
ん
の
か
が
み

国
堂
心
願
鏡
』（
享
和
二
年

（
一
八
〇
二
））
に
よ
る
と
、「
…

ソ
ノ
ノ
チ
日
本
廻
国
修
行
セ
ン

ト
大
願
ヲ
、
ヲ
コ
シ
テ
法
身
ス

ル
事
四
十
五
才
ノ
年
ナ
リ
、
ソ

ノ
節
ヒ
タ
チ
ノ
国
木
喰
観
海
上

人
ノ
弟
子
ト
ナ
リ
、
木
喰
カ
イ

ヲ
ツ
ギ
…
・
」（
注
２
）（
四
十
五

歳
の
時
、
日
本
廻
国
修
行
の
大
願

を
起
こ
し
、
そ
の
節
、
常
陸
国
の
木

食
観
海
上
人
の
弟
子
と
な
り
木
食

戒
を
継
ぐ
。）
と
、
記
さ
れ
て
お

り
、
木
食
観
海
が
木
喰
行
道
の

師
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま

す
。

　

な
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茨
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さ
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す
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（
注
１
）
五
来
重
『
微
笑
仏　

木

　
　
　

喰
の
生
涯
』

（
注
２
）喰
の
字
は
原
文
の
通
り

●
歴
史
民
俗
資
料
館　

☎
０
２

９
９
︲
７
９
︲
３
２
１
１

ふ
る
さ
と
探
訪
　
第
52
回

　
木
食
観
海
と
木
喰
行
道

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

●
市
郷
土
資
料
調
査
委
員
・
山
本
裕
子

図2 （図1）の部分

図1 木食観海筆の掛軸（東地区
寺院所蔵）
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ご意見を！　市民のみ
なさんのご意見、ご提
案を今後の編集に反映
していきたいと思いま
す。秘書広聴課まで

モバイル版HP

あずま西小学校あずま西小学校

福田駐在所福田駐在所

県道龍ケ崎潮来線県道龍ケ崎潮来線
郵便局郵便局

至
幸
田
交
差
点

至
椎
塚
交
差
点

ゆたか幼稚園ゆたか幼稚園

本園は、いろいろな体験活動の中で、
「見て・触れて・感じたことを自分なり
に表現できる子」を目指し、三つのプ
ランを作り、幼児教育を進めています。
　一つ目のプランは、「どきどきプラ
ン」です。このプランでは、人との「出
会い・ふれ合い・かかわり合い」を大
事にしています。園児と職員のふれあ
いはもちろんのこと、小学生とのふれ
合い、祖父母、地域の方との出会いの
中で発見したことを質問したり、感じ

たことを伝え合ったりしています。そ
の中で、もっとも大事にしていること
は、元気な「挨拶と返事」です。
　二つ目のプランは、「遊遊プラン」で
す。園にある遊具、田、畑、築山での遊
びや野草探検です。苗の生長や草花、
虫達との出会いは、園児一人一人の目
が輝き、歓声を生み、自然への興味・関
心を膨ませ、さらに新しい発見にも一
喜一憂しています。
　三つ目のプランは、「お出かけプラ

学び舎・いん・稲敷　no.23　ゆたか幼稚園　園児数：101人（5月1日現在）

「見て・触れて・感じて」表現するゆたかな子

ン」です。地域や他地域の野山に出か
け、探検をします。裏山を探検したり、
森の中でアドバイザーと一緒に宝物を
発見したり、小学生と一緒に見つけた
物を調べたり、比べたり、創ったりし
ています。
　今後も、支えてくれる家庭・地域の
方々とさらに連携を図り、子ども達の
表現する意欲、豊かな感性を育んでい
きたいと考えています。

編集後記　▽Dr. ヘリの取材で、ヘリに乗せてもらう機会があり、いざ上空へ。5月初旬の稲敷
は水をたたえた田んぼで覆われ、まるでガラスを張った様に輝いていました。（i）　▽もうそろ
そろ梅雨入りです。梅雨は憂鬱なイメージがありますが、梅雨は梅雨でなかなか趣があってい
いと思います。じめじめに負けずに体調管理をしっかりして、生活しましょう。（栗）


